
桜尾保育園運動会　お遊戯「江戸火消こ組出動」
桜尾保育園にて（9月15日）
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会場内イベント平面図 

P
PP

P P

P

P

大岡橋 

合併橋 
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伊
自
良
川 

花咲きホール 
・お弁当コンテスト 

山県市図書館・ 
美術館・ 
歴史民俗資料館 
・絵本読み聞かせ 
・食育○×クイズ 
　（健康おやつあり） 

伊自良 
老人福祉センター 
・簡単健康チェック 
・健康相談 
・口臭チェック　等 

・癒しのコンサート（有料） 

古田紹欽記念館 
・紹欽さんの好日会 
　講演・ミニコンサート（有料） 

しゃくなげの里 
・物産販売・出店 

ふれあいドーム 

伊自良中央公民館 

・ストラックアウト 
・ペタンク  ・綿菓子（無料） 

・作品展示（3・4日両日） 

・紹欽茶会　野だて（有料） 

伊自良総合運動公園 

J
A
 

共
選
場
 

伊
自
良
支
所
 

献血 

スタンプ
ラリーで

、 

花咲きホ
ールチケ

ット・ 

古田紹欽
記念館ペ

ア抹茶体
験券 

をゲット
しよう!

11月3日（祝）

注：★マークのイベントについて
は、事前に申し込み、チケッ
ト購入が必要です。

会場：山県市文化ゾーン
（市図書館・伊自良老人福祉センタ
ー・ふれあいさわやかドーム・花咲
きホール・古田紹欽記念館・伊自良
中央公民館）

主催：山県市・市教育委員会

★「
マ
リ
ン
バ
＆
ピ
ア
ノ

癒
し
の
コ
ン
サ
ー
ト
」

（
文
化
芸
術
健
康
フ
ェ
ア
協
賛
事
業
）

花
咲
き
ホ
ー
ル

（
午
後
2
時
開
場
・
2
時
30
分
開
演

〜
4
時
）

出
演
者：

浜
ま
ゆ
み（
マ
リ
ン
バ
）

羽
田
め
ぐ
み（
ピ
ア
ノ
）

前
売
券
発
売
中

花
咲
き
ホ
ー
ル
、
高
富
・
美
山
中

央
公
民
館
、
市
役
所
会
計
課

全
席
指
定：

大
人
1，
0
0
0
円
・

高
校
生
以
下
5
0
0
円（
当
日
5

0
0
円
増
）※
未
就
学
児
入
場
可

（
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。）

問
い
合
わ
せ
先：

花
咲
き
ホ
ー
ル
1

36
―
2
3
2
3

※
市
内
在
住
の
妊
婦
さ
ん
と
そ
の
家

族
を
抽
選
で
、
20
組
40
人
に
「
マ

リ
ン
バ
＆
ピ
ア
ノ
癒
し
の
コ
ン
サ

ー
ト
」
へ
ご
招
待
。
体
と
心
に
や

さ
し
い
音
楽
を
聴
い
て
、
お
な
か

の
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
ま
し
ょ
う
。

希
望
さ
れ
る
人
は
、
電
話
、
メ
ー

ル
、
F
A
X
で
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・
妊
娠
月
数
を
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

当
選
は
、
チ
ケ
ッ
ト
の
発
送
を
も
っ
て

代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

子
ど
も
家
庭
課
1

22
―
6
8
3
9

5

22
―
2
1
1
7

kodom
o@
city.gifu-yam

agata.lg.jp

★
紹
欽
さ
ん
の
好
日
会

講
演
・
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

（
文
化
芸
術
健
康
フ
ェ
ア
協
賛
事
業
）

古
田
紹
欽
記
念
館

講
演
（
午
前
10
時
〜
午
前
11
時
）
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト（
午
前
11
時
〜
正
午
）

「
好
日
」
と
は
「
気
持
ち
よ
く
過
ご
せ
る

日
」
の
こ
と
で
す
。
美
し
い
心
の
世
界
を
説

い
た
郷
土
の
偉
人
・
古
田
紹
欽
と
旧
知
の
縁

の
禅
師
の
講
話
と
、
ギ
タ
ー
片
手
に
心
を
テ

ー
マ
に
歌
う
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
。

講
師：

小
倉
宗
徳（
臨
済
宗
富
士
山

東
光
寺
26
世
住
職
）

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
ト
ー
ク
＆

ラ
イ
ブ：

雨
田
陽
三（
愛
知
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
協
会
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

参
加
費：

1，
0
0
0
円（
呈
茶
券
付
）

定
員：

60
人（
先
着
順
）

申
込
締
切
日：

10
月
28
日（
日
）

※
電
話
・
F
A
X
に
て
受
付

古
田
紹
欽
記
念
館
1

36
―
1
0
2
3

5

36
―
3
3
2
1

★
8
0
2
0
表
彰

花
咲
き
ホ
ー
ル（
午
後
0
時
30
分
〜
）

満
80
歳
以
上
で
自
分
の
歯
を
20
本
以

上
保
持
し
て
い
る
皆
さ
ん
を
表
彰
し
ま
す
。

★
お
弁
当
コ
ン
テ
ス
ト

花
咲
き
ホ
ー
ル
お
弁
当
展
示（
午

前
11
時
30
分
〜
午
後
3
時
30
分
）

事
前
に
募
集
し
た
、
大
切
な
人
の

た
め
の
素
敵
な
お
弁
当
を
、
花
咲
き

ホ
ー
ル
館
内
に
展
示
し
ま
す
。

入
賞
作
品
表
彰
式（
午
後
0
時
30
分
〜
）

紹
欽
茶
会

野
だ
て

古
田
紹
欽
記
念
館
庭
園

（
午
前
11
時
〜
午
後
3
時
）

型
に
と
ら
わ
れ
ず
楽
し
く
抹
茶
を

ご
賞
味
い
た
だ
け
ま
す
。
日
本
の
伝
統

文
化
と
心
の
美
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

呈
茶
代：

菓
子
付
一
服
4
0
0
円

（
当
日
呈
茶
券
を
記
念
館
受
付
に

て
販
売
）

生
涯
学
習
作
品
展
示

伊
自
良
中
央
公
民
館

（
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
）

伊
自
良
中
央
公
民
館
で
活
動
し
て

い
る
各
種
講
座
や
サ
ー
ク
ル
、
一
般

応
募
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

雨田陽三 小倉宗徳 羽田めぐみ 浜　まゆみ

元気もり森
イメージキャラクター
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9:30

10:00

10:30

11:00

11:30

12:00

12:30

13:00

13:30

14:00

14:30

15:00

15:30

16:00

花咲きホール 
136-2323

古田紹欽記念館 
136-1023

図書館 
136-3339

老人福祉センター 

美術館 
歴史民俗資料館 

伊自良 
中央 
公民館 

ふれあい 
さわやか 
ドーム 

11:30～ 
お弁当コンテスト審査 

12:30～ 
市長あいさつ／表彰式 

（8020・お弁当コンテスト） 

好日会（有料） 
10:00～　講演 
　　小倉宗徳 
11:00～ 
ミニコンサート 
　　雨田陽三 

絵本読み聞かせ 
献血 

太極拳 

子ども 
料理教室 

（各要事前申込） 

簡単健康チェック 

健康相談 

口臭チェック 

歯科相談 

パン小物販売 

健康年齢測定 
血液サラサラ 
ストレス測定 
体脂肪測定 
血圧測定 
等々 

絵本読み聞かせ 

エプロン 
シアター 

食育○×クイズ 

エプロン 
シアター 

食育○×クイズ 

マリンバ＆ピアノ 
癒しのコンサート 

（有料） 
14:00開場　14:30開演 

浜　まゆみ 
羽田めぐみ 

関係協力団体：医師会、歯科医師会、薬剤師会、健やかの会、健康法実践リーダー友の会山県支部、食生活改善連絡協議会、食育ボランティアパクパク 
　　　　　　　くりっこ、ミルキーママ、古田紹欽記念館茶道ボランティア、つくしの会、花咲きホールボランティア、おはなしピーチク、伊自良中央 
　　　　　　　公民館の各種講座＆サークル関係者、幸報苑、あしたの会、ワークス伊自良 
事務局：健康課　子ども家庭課10581-22-6839　花咲きホール　古田紹欽記念館　図書館　伊自良中央公民館136-3355

お
弁
当
コ
ン
テ
ス
ト
展
示 

物
産
販
売
・
出
店 

学
習
発
表
作
品
展
示 

ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト 

ペ
タ
ン
ク 

綿
菓
子
（
無
料
） 

ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト 

ペ
タ
ン
ク 

（
先
着
2
0
0
名
）
 

紹
欽
茶
会
　
野
だ
て（
有
料
） 

山県市文化ゾーン　　イベント・タイムテーブル 

軽スポーツ 11月3日のみ 136-2211
連絡は健康課 122-6838

文化祭 館　内 ホール内 庭
園 

し
ゃ
く
な
げ
の
里 

玄
関 

伊自良川 

花咲き橋 

簡
単
健
康
チ
ェ
ッ
ク

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時
30
分
）

自
分
の
健
康
度
を
楽
し
く
チ
ェッ
ク

で
き
ま
す
。（
簡
易
な
計
測
で
す
、
あ

く
ま
で
も
参
考
と
し
て
く
だ
さ
い
）

・
血
液
サ
ラ
サ
ラ
チ
ェ
ッ
ク

・
体
脂
肪
測
定

・
ス
ト
レ
ス
測
定

・
血
管
年
齢
測
定

・
健
康
年
齢
測
定

・
血
行
機
能

・
血
圧
測
定
　
な
ど

★
子
ど
も
料
理
教
室

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
午
前
10
時
〜
正
午
）

市
食
生
活
改
善
連
絡
協
議
会
に
よ

る
、
夏
休
み
大
好
評
の
子
ど
も
料
理

教
室
を
今
回
の
フ
ェ
ア
の
中
で
開
催
。

講
義：

「
食
育
っ
て
な
あ
に
？
」

調
理
実
習：

「
じ
ぶ
ん
で
つ
く
っ
て
み
よ
う
！
」

持
ち
物：

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
手
ふ

き
タ
オ
ル

参
加
資
格：

市
内
小
学
生

定
員：

30
人（
先
着
順
）

申
込
期
限：

10
月
25
日（
木
）

申
込
先：

健
康
課
1

22
―
6
8
3
8

★
太
極
拳

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
午
前
10
時
〜
正
午
）

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
出
来
る
太
極

拳
を
習
得
し
、
日
々
の
疲
れ
た
心
と

体
を
癒
し
ま
し
ょ
う
。

講
師：

（
社
）日
本
武
術
太
極
拳
連
盟
公
認

太
極
拳
A
級
指
導
員
大
沢
藍
末
先
生

定
員：

50
人（
先
着
順
）

申
込
期
限：

10
月
25
日（
木
）

そ
の
他：

運
動
で
き
る
服
装
・
飲
み
物

申
込
先：

健
康
課
1

22
―
6
8
3
8

5

23
―
0
1
2
9

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

会
場
内
終
日

会
場
9
ヶ
所
の
チ
ェッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で

ス
タ
ン
プ
を
押
す
と
、
ク
イ
ズ
の
問
題

が
完
成
。
ク
イ
ズ
に
正
解
す
る
と
、
花

咲
き
ホ
ー
ル
イ
ベ
ン
ト
チ
ケ
ッ
ト
無
料
引

換
券
や
古
田
紹
欽
記
念
館
ペ
ア
抹
茶

体
験
券
な
ど
が
当
た
り
ま
す
。
ど
の

会
場
か
ら
で
も
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。（
正
解
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

健
康
相
談

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時
30
分
）

・
医
師
に
よ
る
健
康
相
談

・
口
臭
チ
ェ
ッ
ク
、
歯
科
医
師
に
よ

る
歯
科
相
談

・
薬
剤
師
に
よ
る
健
康
茶
・
薬
用
酒

の
試
飲
、
相
談

・
肩
こ
り
腰
痛
相
談

・
心
の
健
康
と
幸
福
占
い

バ
ザ
ー
コ
ー
ナ
ー

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時
30
分
）

市
内
の
社
会
福
祉
施
設
で
作
ら
れ

た
パ
ン
や
ク
ッ
キ
ー
、
小
物
な
ど
が

販
売
さ
れ
ま
す
。

ペ
タ
ン
ク

ふ
れ
あ
い
ド
ー
ム

（
午
前
10
時
〜
正
午
・
午
後
1
時
〜

午
後
3
時
）

ペ
タ
ン
ク
を
や
っ
た
こ
と
の
な
い

人
、
こ
の
機
会
に
体
験
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト

ふ
れ
あ
い
ド
ー
ム

（
午
前
10
時
〜
正
午
・
午
後
1
時
〜

午
後
3
時
）

的
に
ボ
ー
ル
を
当
て
る
ゲ
ー
ム
。

あ
な
た
の
集
中
力
を
試
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
ス
ト
レ
ス
発
散
に
も
効
果

が
期
待
で
き
そ
う
で
す
。

綿
菓
子

ふ
れ
あ
い
ド
ー
ム

（
午
前
10
時
〜
正
午
・
午
後
1
時
〜

午
後
3
時
）
先
着
2
0
0
人

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

図
書
館

（
午
前
10
時
〜
午
前
10
時
30
分
・
午

後
2
時
〜
午
後
2
時
30
分
）

「
お
は
な
し
ピ
ー
チ
ク
」
に
よ
る
読

み
聞
か
せ
。

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
○
×
ク
イ
ズ

図
書
館

（
午
前
11
時
〜
正
午
・
午
後
1
時
〜

午
後
2
時
）

幼
児
、
小
学
生
ま
で
の
児
童
を
対

象
と
し
た
、
健
康
お
や
つ
付
食
育
ク

イ
ズ
で
す
。

定
員：

各
50
人

献
血

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
午
前
9
時
30
分
〜
正
午
・
午
後
1

時
〜
午
後
3
時
30
分
）

誰
か
の
た
め
に
、
あ
な
た
に
出
来

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
愛
の
献
血
に
ご

協
力
お
願
い
し
ま
す
。
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平
成
19
年
度
　
山
県
市
財
政
状
況

平
成
19
年
7
月
末
日
現
在
の
山
県
市
の

財
政
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

一　般　会　計　歳　入基金の状況

予算科目 予算現額
調定額

率（％）
収入済額

市　　税 30億6,337万円
32億3,750万円 105.7
11億9,671万円 39.1

地方交付税 39億3,100万円
18億1,041万円 46.1
18億1,041万円 46.1

国・県支出金 10億9,977万円
2億9,838万円 27.1
9,618万円 8.7

市　　債 10億4,080万円
0 0.0
0 0.0

そ の 他 24億9,745万円
11億6,702万円 46.7
10億3,866万円 41.6

合　　計 116億3,239万円
65億1,331万円 56.0

41億4,196万円 35.6

一　般　会　計　歳　出

予算科目 予算現額
負担行為額

率（％）
支出済額

総 務 費 15億9,486万円
5億1,130万円 32.1
3億8,460万円 24.1

民 生 費 28億3,726万円
8億8,031万円 31.0
8億2,482万円 29.1

衛 生 費 12億5,532万円
3億4,745万円 27.7
2億5,591万円 20.4

農林水産費 8億2,799万円
2億7,613万円 33.3
2億3,818万円 28.8

土 木 費 9億 779万円
2億6,908万円 29.6
1億7,597万円 19.4

教 育 費 12億9,429万円
5億6,968万円 44.0
3億2,075万円 24.8

公 債 費 18億7,535万円
1,249万円 0.7
1,249万円 0.7

そ の 他 10億3,953万円
4億5,015万円 43.3
3億8,906万円 37.4

合　　計 116億3,239万円
33億1,659万円 28.5

26億 178万円 22.4

基金の種類 7月末現在高
財　政　調　整　基　金 16億9,258万円
減 　 債 　 基 　 金 10億9,353万円
教育施設整備基金 2,215万円
魅力あるまちづくり基金 11億8,870万円
消防施設整備基金 1億8,501万円
地　域　福　祉　基　金 5億4,808万円
国民健康保険基金 5億6,775万円
土　地　開　発　基　金 5億 600万円
高富財産区調整基金 1億3,292万円
合　併　振　興　基　金 7億 649万円
そ　の　他　の　基　金 3億3,289万円

合　　計 69億7,610万円

市債の状況
市債の種類 7月末現在高

普 　 　 通 　 　 債 112億2,182万円
災 害 復 旧 事 業 債 5,640万円
減 税 補 て ん 債 等 9億3,772万円
臨 時 財 政 対 策 債 33億6,633万円
合　併　特　例　債 49億2,940万円
地 域 再 生 事 業 債 6億3,290万円
簡 易 水 道 事 業 債 12億6,194万円
農業集落排水事業債 46億1,152万円
下　水　道　事　業　債 18億8,030万円
地 域 情 報 化 事 業 19億2,560万円（合併特例債）

合　　計 308億2,393万円

土地・貸付金などの債権を除く
基金は、一般家庭でいう預貯金です。

■
市
　
税

固
定
資
産
税
、市
民
税
、

た
ば
こ
税
、
軽
自
動
車
税

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

■
地
方
交
付
税

す
べ
て
の
地
方
自
治
体

が
一
定
水
準
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う

に
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お

金
で
す
。

■
国
・
県
支
出
金

特
定
の
仕
事
を
す
る
と

き
に
国
や
県
か
ら
支
出
さ

れ
る
お
金
で
す
。

■
市
　
債

地
域
情
報
化
や
道
路
の

整
備
な
ど
、
一
時
的
に
大

き
な
資
金
が
必
要
と
な
っ

た
場
合
に
、
国
や
金
融
機

関
か
ら
借
り
入
れ
た
資
金

で
す
。 用

語
の
説
明

■
総
務
費

財
産
管
理
、
広
報
、
選

挙
、
徴
税
、
戸
籍
、
統
計

な
ど
の
費
用
で
す
。

■
民
生
費

社
会
福
祉
、
児
童
福
祉

な
ど
の
費
用
で
す
。

■
衛
生
費

保
健
衛
生
、
環
境
衛
生

な
ど
の
費
用
で
す
。

■
土
木
費

道
路
改
良
工
事
、
市
道

維
持
補
修
な
ど
の
費
用
で

す
。

■
教
育
費

学
校
教
育
、生
涯
学
習
、

文
化
財
保
護
な
ど
の
費
用

で
す
。

■
公
債
費

市
が
抱
え
る
債
務（
市

債
な
ど
の
借
金
）を
返
済

す
る
た
め
の
費
用
で
す
。

家
や
自
動
車
の
ロ
ー
ン

返
済
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

用
語
の
説
明
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特　別　会　計

企　業　会　計

特　別　会　計　名 予 算 現 額　a
調　定　額　b b／a 支出負担額　c c／a

収 入 済 額　b b／a 支 出 済 額　c c／a

国　民　健　康　保　険 31億3,183万円
9億5,438万円 30.5 8億 914万円 25.8
6億5,832万円 21.0 7億6,405万円 24.4

老　人　保　健 30億3,494万円
9億6,986万円 32.0 7億6,076万円 25.1
9億3,800万円 30.9 7億4,687万円 24.6

介　護　保　険 17億6,418万円
6億8,419万円 38.8 3億9,068万円 22.1
6億3,687万円 36.1 3億7,380万円 21.2

簡　易　水　道　事　業 7,718万円
4,678万円 60.6 1,041万円 13.5
4,540万円 58.8 793万円 10.3

農業集落排水事業 4億6,689万円
2億1,631万円 46.3 1億3,590万円 29.1
2億 537万円 44.0 1,545万円 3.3

公共下水道事業 15億1,171万円
9,435万円 6.2 10億9,562万円 72.5
9,435万円 6.2 1億9,504万円 12.9

高　富　財　産　区 227万円
123万円 54.3 150万円 66.3
123万円 54.3 77万円 34.1

地域情報化事業 2億8,000万円
1億2,073万円 43.1 7,479万円 26.7
1億1,874万円 42.4 5,898万円 21.1

合　　計 102億6,900万円
30億8,783万円 30.1 32億7,880万円 31.9

26億9,828万円 26.3 21億6,289万円 21.1

区　　　　分 予算現額 a 収入・支出額 b b／a

収　入 4億1,357万円 1億1,378万円 27.5
収益的部門 支　出 4億3,080万円 2,901万円 6.7

差　引 5,532万円 8,477万円
収　入 4,497万円 576万円 12.9

資本的部門 支　出 2億6,039万円 478万円 1.8
差　引 △2億1,572万円 98万円

水
道
事
業
会
計積立金残高 1億4,822万円

企業債残高 30億5,995万円

会　計　名 歳入決算額 収入率 歳出決算額 執行率 差　引　額

一 般 会 計 128億5,406万円 100.8 121億1,479万円 95.0 7億3,927万円
国民健康保険 29億6,048万円 97.9 29億1,097万円 96.2 4,951万円
老人保健 29億3,995万円 94.3 29億 809万円 93.3 3,186万円
介護保険 17億6,173万円 102.4 14億7,594万円 85.8 2億8,579万円

簡易水道事業 1億3,669万円 108.8 1億 854万円 86.4 2,815万円
農業集落排水事業 4億6,065万円 98.2 4億6,045万円 98.1 20万円
公共下水事業 24億5,717万円 99.3 24億5,711万円 99.3 6万円
高富財産区 295万円 134.0 172万円 78.0 123万円

地域情報化事業 2億2,207万円 95.9 2億1,466万円 92.7 741万円
合　　　計 237億9,575万円 99.5 226億5,227万円 94.7 11億4,348万円

特
　
別
　
会
　
計

区　　　　分 予算現額 決 算 額

収　入 3億6,029万円 3億7,927万円
収益的部門 支　出 3億3,353万円 3億2,486万円

差　引 2,676万円 5,441万円
収　入 9億4,232万円 9億2,903万円

資本的部門 支　出 13億3,891万円 13億 760万円
差　引 △3億9,659万円 △3億7,857万円

水
道
事
業
会
計

資本的収入額が資本的支出額に不足する
額3億7,857万円については、当年度消費税
および地方消費税資本的収支調整額4,956
万円、減債積立金2,386万円、建設改良積
立金8,231万円および過年度分損益勘定留
保資金2億2,284万円で補てんしました。

平
成
18
年
度

決
　
算
　
状
　
況
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人件費 
約29.4億円 
24.3％ 

約23.5億円 
19.4％ 

扶助費 
約9.6億円 
7.9％ 

義務的 
経費 
46.3％ その他 

34.2％ 

投資的 
経費 
19.5％ 

公債費 
約17.1億円 
14.1％ 

物件費 
約15.3億円 
12.6％ 
 

補助費等 
約9.5億円 
7.9％ 

繰出金 
約12.5億円 
10.3％ 

その他 
約4.1億円 
3.4％ 

災害復旧 
事業費 
約0.1億円 
0.1％ 

普通建設 
事業費 民生費 

約28.0億円 
23.1％ 

衛生費 
約8.8億円 
7.3％ 

農林 
水産業費 
約9.0億円 
7.4％ 

土木費 
約11.3億円 
9.3％ 

消防費 
約8.5億円 
7.1％ 

教育費 
約20.8億円 
17.1％ 

公債費 
約17.0億円 
14.1％ 

その他 
約4.5億円 
3.7％ 

その他② 
約10.0億円 
7.8％ 

市債 
約19.9億円 
15.5％ 

依存財源 
64.7％ 

自主 
財源 
35.3％ 

地方 
交付税 
約42.6億円 
33.1％ 

国県 
支出金 
約10.7億円 
8.3％ 

その他① 
約16.4億円 
12.8％ 

市税 
約28.9億円 
22.5％ 

総務費 
約13.2億円 
10.9％ 

平成18年度一般会計決算の内訳表2
歳出内訳②（性質別） 歳入内訳 歳出内訳①

（目的別）

平成18年度一般会計決算の内訳表1

平成18年度決算

市民1人あたりにすると…
市税 93,826円

歳出決算額 392,445円

基金残高 181,747円

市債残高 685,304円

平成19年3月31日現在人口
30,870人

￥ 平成18年度一般会計の
主な主要施策

【総務部】 （単位千円）

自治会集会施設建設事業補助金 3,260
自主運行バス補助金 109,184
【保健福祉部】
いきいき高齢者推進券配布事業 13,985
各種福祉医療費助成事業 242,957
【市民環境部】
ごみ処理事業 312,400
し尿処理事業 222,339
クリーンセンター建設事業 25,881
【産業経済部】
農産物直売所建設事業 83,309
市イベント事業負担金 24,668
畜産環境衛生事業（補助金・委託事業） 5,277
【基盤整備部】
公共林道開設事業（日永線・繰越分含む） 38,446
道路改良工事（設計・用地・補償費・繰越分含む） 342,087
鳥羽川サイクリングロード施設整備事業（繰越分含む） 157,424
【消防本部】
消防本部施設整備事業（耐震・指令センター） 268,033
【教育委員会】
高富中学校整備事業 333,384
美山中学校整備事業 329,266高機能消防指令センター
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山県市バランスシート等の公表
地方公共団体の会計事務は「現金主義」になっており、減価償却費などは発生していません。また、これま

でに蓄積してきた資産の構成や将来負担しなければならない負債などの「ストック情報」はわかりにくいもの
になっています。
このため、市ではバランスシート（貸借対照表）を平成15年度分より作成しております。作成方法は民間手法

の考え方とは大きく異なっているものの、他市等との比較がしやすいということで「総務省方式」により作成
しました。また、人的サービスや給付サービスなどの資産形成につながらない情報資料として、行政コスト計
算書等も作成しました。

※債務負担行為に関する情報
物件の購入等　9億6,035万円、債務保証・損失補償　11億2,144万円、利子補給等　1億2,535万円

山県市バランスシート【普通会計分】（平成19年3月31日　現在）

1. 有形固定資産 573億4,241万円

（うち土地 139億3,377万円）
2. 投　資　等 50億9,379万円

（うち投資・出資金 5億9,551万円）
（うち基金 33億3,047万円）

3. 流　動　資　産 37億6,419万円

（うち現金・預金 35億3,274万円）
（うち未収金 2億3,145万円）

資産合計 662億 39万円

4. 負　　　　債 262億2,607万円

（うち地方債 215億9,210万円）
（うち退職給与引当金 31億4,512万円）
（うち流動負債 14億8,885万円）

5. 正　味　資　産 399億7,432万円

（うち国庫支出金 65億7,086万円）
（うち県支出金 41億7,356万円）
（うち一般財源 292億2,990万円）

負債・正味資産合計 662億 39万円

山県市行政コスト計算書【普通会計分】

人にかかるコスト 28億7,253万円
（うち人件費 27億3,202万円）

物にかかるコスト 47億7,749万円
（うち物件費 16億4,329万円）
（うち減価償却費 30億 925万円）

移転支出的なコスト 32億4,798万円
（うち扶助費 9億6,276万円）
（うち補助費等 9億5,421万円）
（うち繰出金 12億5,290万円）

その他のコスト 4億2,523万円
（うち公債費 3億9,833万円）

a 合　　計 113億2,323万円

（自　平成18年4月1日　　至　平成19年3月31日）

【行政コスト】

使用料・手数料等 7億6,495万円
国庫（県）支出金 7億4,840万円
一　般　財　源 81億7,438万円
b 合　　計 96億8,773万円

【収入項目】

C
正味資産国庫（県）

5億8,007万円
支出金償還額

期首一般財源等 302億8,533万円

一般財源等増減額
△10億5,543万円（b－a＋c）

期末一般財源等 292億2,990万円

【一般財源等増減状況】

平成18年度、各会計歳入歳出決算
書、同事項別明細書、実質収支に関す
る調書及び財産に関する調書は、い
ずれも関係法令に準拠して作成され、
決算計数は関係諸帳簿等と符合して
おり、適正であることを認めました。

決算審査意見書
（審査の結果）

【総務省方式とは】
平成12年3月に総

務省（旧自治省）が発
表した方式で、昭和
44年以降の地方財政
状況調査表を基礎資
料として作成したも
のです。

おことわり

紙面の都合により、限られた情報し
か掲載することができませんでした。
平成18年度決算状況の詳細について
は、企画財政課（122─6825）まで問い
合わせいただくか、気軽にお立ち寄り
ください。
また、詳細は山県市のホームページ

に掲載する予定です。（10月中旬ごろ）
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山県市役所 

工事用バリケード 

工事用バリケード 
工事用バリケード 

みんなのげんき広場 

主要地方道  関本巣線 

国
道
25
6号
（
高
富
バ
イ
パ
ス
）
 

至 伊自良 

至 関 

至 岐阜 

山県市健康福祉 
ふれあいセンター 

三田叉川 

P

美
山
方
面
 

美
山
方
面
 

伊
自
良
・
岐
阜
方
面
 

右折できません 

工事用 
バリケード 
工事用 
バリケード 

『緊急地震速報』10月1日から開始

公共工事に伴う庁舎周辺交通規制図

強い揺れが来る前にお知らせします。

山県市役所庁舎周辺にて、公共工事を集中して実施しているため、上図の様に交通規制します。
みなさまには大変ご迷惑をお掛けしますが、ご理解・ご協力をお願いします。

規制時期　平成19年9月25日（火）～平成20年3月20日（木） 終日交通規制

連絡先　山県市役所 基盤整備部 水道課　122-6835

緊急地震速報は、強い揺れが来る前に、身を守っていた
だくためのものです。
テレビやラジオなどでお知らせします。緊急地震速報を

聞いたときは、まず身の安全を確保することが大切です。
・緊急地震速報では、震度4以上の地域を発表します。
・震源に近い地域では、緊急地震速報が強い揺れに間に合
わない場合があります。

「緊急地震速報」は、震源近くで地震（P波、初期微動）を
キャッチし、位置、規模、想定される揺れの強さを自動計
算します。
地震による強い揺れ（S波、主要動）が始まる数秒～数十

秒前に素早くお知らせします。

【問い合わせ先】 岐阜地方気象台　防災業務課　1058―271―4108
詳しい解説はインターネットで見ることができます。
（http://www.seisvol.kishou.go.jp/eq/EEW/kaisetsu/index.html）
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8
月
26
日
、
伊
自
良
中
学

校
を
主
会
場
に
実
施
し
ま
し

た
。
伊
自
良
地
域
の
自
治
会

を
は
じ
め
18
の
関
係
機
関
、

消
防
団
、
福
祉
関
係
者
な
ど

約
1，
0
0
0
人
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

訓
練
は
、
東
海
地
震
を
想

定
し
、
防
災
関
係
機
関
と
連

携
し
、
避
難
、
救
助
訓
練
な

ど
防
災
意
識
の
高
揚
、
迅
速

で
的
確
な
処
置
が
出
来
る
こ

と
を
目
的
に
、
19
の
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
い
つ
発
生
す

る
か
わ
か
ら
な
い
地
震
の
災

害
に
備
え
、
真
剣
に
訓
練
を

行
わ
れ
ま
し
た
。

①
日
常
生
活
の
中
で
の
備
え

●

非
常
持
ち
出
し
品
を
準
備
す
る

●

家
具
の
転
倒
防
止
な
ど
、
家
の
中

の
安
全
を
確
保
す
る

●

家
族
で
防
災
に
つ
い
て
話
し
合
う

②
災
害
時
の
確
認

●

身
の
安
全
を
確
保
す
る

●

落
ち
着
い
て
火
の
始
末
を
す
る

●

安
全
に
避
難
す
る

③
被
災
し
た
後

●

正
し
い
情
報
の
入
手

●

お
互
い
に
協
力
し
合
い
、
消
火
・

救
出
・
応
急
救
護
を
す
る
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8月29日、市役所で市長から全国民生委員児童委
員連合会長表彰の伝達が行われ、伊自良民生委員児
童委員協議会（川島保会長）が受けられました。
これは、地域福祉の向上に積極的に取り組む団体

に贈られるもので、優良民生委員児童委員協議会部
門の受賞です。
同協議会委員は、伊自良中学校での体験学習の

「米作り」をとおして生徒が「「親に対してや食べ物、
命を大切にする感謝の気持ちを、大変さの中から気
づいた」と感想を書いてくれたことがうれしい」と
川島会長は話されました。

地域福祉に貢献
伊自良民生委員児童委員メンバー

これからも、みんなで協力していきます

8月22日、市役所で市青少年育成市民会議主催の
「中学生と語る会」が開かれ、「山県市に生きる中学
生の夢」をテーマに、市内3中学校生徒会役員生徒13
人が市長と意見を交わしました。
生徒からは、スポーツ広場の設置やゴミ、環境問

題への対応、市の今後の開発など9項目について質問
があり、市長や教育長が市の現状や今後の方針など
について回答しました。

リーダーとしての役割
市長と意見交換会

市のまちづくりについて質問します

みんなで踊ると楽しいね

8月12日、市総合体育館でたかとみスポーツクラ
ブ（TSC）会員と一般の人たちの交流を深めようと
「夏祭り」を行いました。（同クラブ主催）
市内外から約400人が参加し、たくさんの遊び屋台

や盆踊り、ビンゴゲームなどみんなで楽しみました。
この日は、中学生60人がボランティアで参加。案

内や各コーナーの手伝いをした中学生らは、「受け入
れる下準備から、各コーナーで楽しんで帰ってもら
えるようにと責任を持って取り組めました」と話し
てくれました。

みんなで仲良く
たかとみスポーツクラブ夏祭り
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8月11日市役所駐車場で、地域住民のふれあいを
大切にし親睦を深めようと「富岡校区ふれあい盆踊
り大会」が行われました。（市商工会東深瀬、西深瀬、
高木支部主催）
この日は、家族連れやお盆で帰省された人たち約

2,500人が来場。盆踊りや、カラオケ発表会、バザー、
抽選会などが行われ楽しいひとときを過ごしました。

にぎやかなひととき
ふれあい盆踊り大会

ふれあいを大切にしたいです

市内園児を対象に、市保育園主催の人形劇を開催。
人形劇団ちんどんが各地域を巡回し「こぎつねコン
とこだぬきポン」などの人形劇を公演しました。
8月24日は西武芸公民館で行われ、いわ桜・乾・

富波・西武芸保育園児86人が観覧しました。
人形劇団2人が演じるのは、こぎつねコンとこだ

ぬきポンとその両親の計6匹。園児らは、コンとポ
ンのテンポよく繰り広げられるやりとりや、ぱちぱちと
はじけるような元気いっぱいのお話に夢中でした。

みんなお話に夢中

みんなも、コンとポンと仲良くなったよ

健康は、毎日の生活の資源です

8月23日、保健福祉ふれあいセンターで講師に福岡
歯科大学口腔保健学講座准教授筒井昭仁氏を招いて歯
科保健講演会が行われました。（主催：山県口腔保健
協議会、山県歯科医師会）
この日は、市内保育園、小中学校の関係者約80人が

参加し、「“生きる力”のためのヘルスプロモーション
型歯科保健」の講話から、歯・口の健康について学び
ました。

健康は　お口から
歯科保健講演会

人形劇「こぎつねコンとこだぬきポン」
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8月28日、山県市国際交流海外派遣団（松下純子団
長以下12人）が、アメリカ合衆国オレゴン州フローレ
ンス市での研修（同月17日～23日）を終え、代表者が
帰国報告に市長室を訪れました。
団員は「フローレンス市は、リサイクルや自然保護へ

の取り組みが進んでおり、市民全体でゴミを出さない
ように心がけていた」と日本との違いなどを報告。
また、「各ホームステイで家族の一員として、有意

義な時間を過ごせていい経験ができました」と楽し
そうに話されました。

交流の大切さも学びました
国際交流海外派遣団

交流から学んだことを生かしていきます

9月1日、市教育委員会主催の第5回山県市グラウ
ンドゴルフ大会が、伊自良総合運動公園で行われ、
34チーム（1チーム6人編成）が競技しました。
A・Bブロックに分かれ、交流を深めながらプレー

しました。
順位は以下の通りです。
Aブロック 1位　笹賀A（いわ桜）

2位　仲町（高冨）
3位　本郷B（富岡）

Bブロック 1位　西市場OB（大桑）
2位　笹賀B（いわ桜）
3位　豊会（富波）

みんな仲良くプレー
グラウンドゴルフ大会

集中してねらう　ホールインワン

うれしいです、ありがとうございました

8月10日、100歳の誕生日を迎えられた大藪ゆきの
さん（葛原出身）に、市長がお祝い状とお祝い金（10万
円）を贈りました。
この日は、現在住んでおられる美山荘でお祝い会

もあり、大藪さんは大喜び。
食事も好き嫌いがなく、おおらかでユーモアたっ

ぷりの大藪さんは、同施設でみんなの人気者です。
いつまでも　お元気で

100歳おめでとう
大藪ゆきのさん
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最　優　秀　賞 HAG 
優　秀　賞 新岐阜ステーションデパート
山県市長賞 ほんぴ
実行委員長賞 TAFS
特　別　賞 THROW  
特　別　賞 Blue Spring Sweet Sour
グランドチャンピオン ミラクルプリンセスnano

8月11日、四国山香りの森公園内の香りドームで、
「第18回バンドでどん」が開催（夢先案内所主催）され、
市内外から参加した約50組は、なごり惜しみながら
熱いサウンドを響かせました。
プロ仕様の特設ステージを呼び物にした、東海地

方最大級のアマチュアバンドコンテストは、今回が
最終ステージ。過去の最優秀賞チームを招きグラン
ドチャンピオンも決定。大会最後には、主催者「夢
先案内バンド」も登場し演奏を披露しました。

また会えるといいね
ファイナル、バンドでどん

8月11日、「スポーツチャレンジぎふ2007」
（主催：（社）岐阜青年会議所）が岐阜メモリア
ルセンター「であいドーム」で開催され、イ
ベント「30人31脚」に、岐阜地域の小学生47
チームが出場。チームの人数で分けた各部門
で30メートルのタイムを競いました。
市内からは、小学生6チームが参加し声を

掛け合いながら力走しました。
出場チーム
富岡ZAP（富岡少年野球）
富岡ZAP. Jr（富岡少年野球）
大桑小チャレンジ（大桑小学校）
高富小ベースボールクラブ（高富少年野球）
5年生（富岡小学校）
富岡絆（富岡小学校）

なお、25人以上29人の部門で、富岡ZAP. Jrが
6秒89の好成績で優勝しました。

仲間と力を発揮
30人31脚に挑戦
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山県市教育委員会は、8 月24日に小中学校の適正規模のあり方を検討してきた
山県市立小学校及び中学校適正規模等検討委員会から答申を受けました。
これは、教育委員会が昨年 6 月22日に学識経験者のほか、議会議員、自治会、

PTA連合会、保育園保護者会、校長会の各種団体の代表者15名からなる適正規模
等検討委員会に諮問したものです。適正規模等検討委員会では公聴会などを踏ま
え 8 回に及ぶ検討委員会を開催し、慎重な審議を重ねてきました。
答申を受けた教育委員会では、ただちに協議会を開催し答申内容の審議を経て、
適正規模の推進を図るため「山県市立小学校及び中学校適正規模推進基本方針及
び推進計画」を策定し、「子どもを中心に据えた教育を第一義として考える」を基
にし、不退転の決意をもってこの推進計画に取り組んでいくことを決めました。
以下に、適正規模等検討委員会からの答申と適正規模推進基本方針及び推進計

画の内容をお知らせします。

～21世紀を生きる子どもたちの教育のために～
適正規模推進基本方針及び推進計画を策定
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◎推進基本方針
山県市立小・中学校の適正規模を推進するため、平成19年 8 月24日に受
けた山県市立小学校・中学校適正規模等検討委員会の答申に基づき、21世
紀を築き生き抜く児童・生徒の育成を求め、山県市立小学校及び中学校適
正規模推進基本方針を以下のように定めるものとする。

1 小学校にあっては、複式学級が存在しないよう統合を行う。
2 中学校にあっては、過小規模校の解消を図るため統合を行う。ただし、
段階的には教育課程の改革や人事措置等を十分考慮する。
3   1 学年15人程度を下回る小規模小学校については、児童数の推移を注
視し適正規模に向けての検討を進める。

◎推進計画
1 計画の意義等
（1）趣旨

この計画は、山県市立小・中学校の適正規模を推進するため、山県
市立小学校及び中学校適正規模推進基本方針に基づいた統合に関する
計画である。

（2）目標
小・中学校の適正規模推進計画は、児童・生徒の適切な学習集団を
確保するとともに、安全で楽しく学べる施設整備を行うことにより、
良好な教育環境を創出することを目標とする。

（3）期間
小・中学校の適正規模推進計画の事業実施期間は、次のとおりとする。
①　西武芸小学校、富波小学校と乾小学校の統合については、平成19
年度から平成21年度までの 3 年間とする。
②　伊自良南小学校と伊自良北小学校の統合については、3 歳児にお
いて過少人数を毎年見定め複式学級が想定される場合は、速やかに
統合時期を定め実施するものとする。
③　中学校については、過小規模校の問題解消が図れない場合、速や
かに統合時期を定め実施するものとする。

（4）計画の見直し
国、県において進められている教育改革等は、学校統合の基本とな
る学級編制等へ影響するため、今後とも動向を注視していくとともに、
少子化の一層の進展や住宅開発等による児童・生徒数の大幅な変動な
ど、やむを得ない事情が生じた場合、計画の見直しもありうる。

2 適正規模推進の考え方
（統合を推進する学校・時期・使用校舎・統合方法）
小・中学校の適正規模推進の基本的考え方は、山県市立小学校及び
中学校適正規模等検討委員会答申書の審議結果に基づき、次のとおり
とする。ただし、段階的に統合を行う学校については、必要に応じ教
育委員会で適正規模推進方法を検討する。また、統合にあたっては
各々の歴史・文化等に十分配慮して行うものとする。

（1）早急に統合を推進する学校
西武芸小学校、富波小学校と乾小学校
（時期：平成22年 4 月統合・使用校舎：現西武芸小学校・統合方
法：対等）

（2）過少人数を毎年度 3 歳児段階で見定め統合を推進する学校
伊自良南小学校と伊自良北小学校
（時期：3 歳児段階で判断・使用校舎：現伊自良南小学校・統合方
法：対等）

（3）過小規模解消のため統合を推進する学校
高富中学校と伊自良中学校
（時期：教育課程の改革及び人事措置を実施したうえで判断）

3 1 学年15人を下回る小規模小学校の対応
毎年度当初、児童数の推移をみながら解消に向けての取組みを進める。

4 通学の考え方
地域との連携を図った通学安全確保を行うとともに、通学距離及び
時間を考慮し、遠距離通学が生じる場合はスクールバスの確保を行う。

5 施設整備の基本的な考え方
小・中学校の適正規模推進に係る使用校舎の施設整備にあたって

は、安全面から耐震性を重視し、児童・生徒数の増加に伴う教室、給
食棟、トイレ等の増改築を行い各施設の利便性にも十分配慮し良好な
教育環境を創出する。

6 学校施設の資源調査及び跡地等利活用の考え方
統合する学校について、施設等の歴史的、文化的、環境的な資源の
調査や評価を行い、史資料の保存・活用の検討及び施設整備にあたっ
て配慮すべき事項を検討する。
学校跡地等については、全市的なまちづくりの観点から利活用を検
討する。

7 学校統合等の手順
（1）保護者等への説明会の実施

学校統合等にあたり、関係する学校の保護者等に推進計画の説明を
行う。

（2）（仮称）学校統合委員会の設立
保護者等の理解を得た後、統合等関係校の関係者の意見が反映でき
るよう「（仮称）学校統合委員会」を設置し、学校名など統合までに計
画、準備しなければならない事項について協議する。

（3）交流学習の実施
校長及び教育委員会は、児童・生徒が学校統合等による環境の変化
にすみやかに順応できるよう、交流学習を計画し実施する。

山県市立小学校及び中学校適正規模推進基本方針と推進計画
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判　断　理　由
1 学校及び学級の適正な規模等のあり方について
◎文部省助成課資料「これからの学校施設づくり」（1984年）では、学
級数による学校規模について以下のような区分を定めている。

（1）教科学習の面からの適正規模
教科学習は、教員の資質、学校の教育課程、児童・生徒による学習集
団が大きくかかわっている。学習集団が少人数のほうが適切な教科、あ
る程度の人数であるほうが適切な教科がそれぞれあり、総体的には「多
からず、少なからず」の適正人数であることが望ましい。
①算数・数学などは少人数であるほうが理解の深まる教科であるが、
国語などは、ある程度人数が多いことで思考の幅が広がり、多様な
考えを引き出すことができる教科であり、それぞれの規模で学習効
果が上がる。
②音楽や体育の教科では、合唱、合奏、チームプレー等、少人数過ぎ
ると授業自体が成立しない場合がある。
③教員による個別指導を中心にした指導では、少人数の場合のほうが、
目が行き届き、きめ細かな指導ができる。しかし、思考を練り合う
学習では、ある程度の人数の中で競い合いながら学ぶことで成果を
上げることができる。
④複式学級の場合、上学年の児童が下学年の児童の面倒をみるという
プラス面もあるが、学年別授業では教室を前後に分けての授業とな
り、補助的な教員が配置されているものの、授業効果や見届けの点
でマイナス面がある。
⑤中学校は教科担任制であり、9 教科をカバーできる教員定数が配置
される学校規模であることが望ましい。
⑥国立教育政策研究所紀要　第131集（2002年）によると、教員が「適
正」であるとする回答率が最も高い 1 学級当たりの児童数は、以下
のようである。

算数：11～20人、音楽・体育：26～30人、
上記以外の教科：21～25人

（2）特別活動等の集団活動の面からの適正規模
集団活動として機能し、それが成立するために、あるいは人間関係を
築き、他の個性と交わり学び合うためには、成長に応じたある程度の人
数が必要である。
①学級として集団活動や集団生活をするためには、ある程度の人数が
必要である。
②少人数集団では人間関係や評価が固定化する傾向があり、人格形成
に悪影響がある。
③少人数集団では、仲間と切磋琢磨の機会が少なくなり、たくましさ
を育てにくい。
④少人数集団では男女比の不均衡を生じることがあり、それが極端に
なると集団活動に支障をきたし、ある程度の母集団が必要となる。
⑤成長に即した適正な数の集団の中では、いろいろな個性をもつ多く
の友とふれ合い、かかわり合うことで、一個人の成長が促される。

（3）学校運営等の面からの適正規模
学校は校長の経営方針に基づき、学校教育計画を作成し、組織的に運
営されている。学校運営においては、必要最低限の校務分掌があり、小
規模校では一人の教員が複数の校務分掌を分担することになり、負担が
大きい。また、児童・生徒一人一人を適切に評価していくためには、教

答　　申
1 審議経過
本委員会は、諮問を受けて審議するにあたり先ず、
（1）地域社会の地理的、歴史的、文化的及び社会的背景を考慮しつつ、
教育あるいは教育環境を配慮し「子ども」が主人公であることを踏ま
えて審議する。

（2）各種団体の役職員である委員もいるが、各委員は自己の見識に基づ
き審議する。
以上のことを各委員が確認し、審議することとする。
本委員会は、教育行政の現状あるいは、今後の児童・生徒数の推移

等々を検証しつつ、8 回にわたり審議を行った。
またその間に、中間報告の公開や公聴会の開催により貴重な意見の集
約も行い、その都度審議を行った。
2 審議結果
（1）21世紀を生きる子どもたちの教育について
① 「ふるさと山県」への誇りと愛着を醸成し、山県市の次代を担う
青少年の育成が大切であると考える。
② 「生きる力」が、今日の教育の目標になっている。「生きる力」と
は、「知・徳・体」の調和のとれた人間性豊かな子どもの育成、す
なわち「学力・仲間に関わる力（社会性）・体力」について子どもに
本当の力をつけていくことである。つまり、教育の不易（普遍）が、
目指すものであると考える。
③　学校では、一人一人の個性を伸ばし、学ぶ意欲や方法など、生涯
学習の基礎となる学力の定着を図るとともに、体験学習を充実させ、

〔山県市小学校及び中学校適正規模等検討委員会〕
不断の努力の大切さを学ばせることが必要であると考える。

（2）山県市立小学校及び中学校の適正な規模等のあり方について
①　小規模校や少人数学級の長所を認めながらも、「適正な規模」を
基本とし総合的に考査し、次のとおり措置することが望ましいと判
断した。
ア）複式学級の解消を図り、教育効果を高めるため、早急に「乾小
学校、富波小学校と西武芸小学校」の統合を行う。
イ）過少人数を 3 歳児段階で見定めると同時に、教育効果を高める
ため、「伊自良北小学校と伊自良南小学校」の統合を行う。
ウ）過小規模の伊自良中学校と高富中学校の統合を行う。ただし、
段階的には教育課程の改革や人事措置等を考慮する。

②　1 学年15人程度を下回る小規模小学校については、今後の児童数
の推移をみながら改めて検討する。

3 要望事項
本委員会の諮問事項には直接該当しないが、関連事項として要望する。
①　学校統合に当たっては、学校創立以来の文化を継承し、新たな発
展を期し、子どもたちに母校への誇りを高めるよう配慮されたい。
②　学校の統合を前向きにとらえ、教育課程の改革を行うとともに、
教職員の一層の資質向上に努められたい。
③　学校統合による通学時間や通学方法の変更には、適切に対処され
たい。
④　学校跡地については、有効利用のあり方を総合的に研究されたい。

員がより客観的な観点を持つことが大切である。
① 1 学年 1 学級では、一人の教員が学級担任をしながら、学年主任も
教科主任も兼ねることがある。1 学年に複数の学級があれば、児
童・生徒の指導について相談や教科内容の研究ができ、評価に生か
すことができる。
②中学校で 1 学年 1 学級となると教科数に必要な教員数が確保できない。

（4）まとめ
1 学級の適正人数は一概に何人とは言えないが、複数からなる小集団

を生かした学習や活動を展開でき、思考や人間関係を練り合い磨き合え
ることが可能な学級規模が望ましい。
本委員会としては、少なくとも現在あるいは近い将来に複式学級編制
となる 1 学年 8 人以下の学級、近い将来に複式学級は解消されるが少人
数過ぎると思われる学級を有する小学校、および近い将来に学年単学級
となる中学校について、学校統合等により、過少人数、過小規模の問題
点を解決することが望ましいとの判断に至った。
①「乾小学校、富波小学校と西武芸小学校」を統合することについて
ア）乾小学校は複式学級が現時点 1 つで、全校児童数50人以下であ
り、少人数、小規模校過ぎるとの判断である。
イ）富波小学校は現時点ですべて単式学級であるが、平成22年度以
後は複式学級となる予測であり、該当しない学年も 1 学級10人前
後で、全校児童数60人以下であり、少人数、小規模校過ぎるとの
判断である。
ウ） 3 校が統合することにより、ほとんどの学年で 2 学級編制とな
り、適正規模となる。

②「伊自良北小学校と伊自良南小学校」を統合することについて
ア）伊自良北小学校は現在複式学級を有し、平成21年度に複式学級
は解消されるが、 1 学級10人前後、全体でも70人以下であり、少
人数、小規模校過ぎるとの判断である。また、伊自良南小学校に
おいても、児童数の減少が見られ徐々に少人数化への傾向がある。
イ）伊自良保育園では、伊自良北小学校区、伊自良南小学校区の園
児が一緒に保育されている。また、小学校の修学旅行も共同実施
され、学校統合について、児童の間での違和感は少ないものと思
われる。

③「伊自良中学校の過小規模」を解決することについて
ア）伊自良中学校は平成21年度から全学年が単学級となり、中学校
の規模としては小規模校過ぎるとの判断である。
イ）伊自良中学校と高富中学校の統合により、1 学年 6 学級、全体
で18学級となり、適正規模の範囲と判断される。ただし、段階的
には、教育課程の改革や教職員の人事措置で対応し、小学校と中
学校の連携促進等も考えられる。
ウ）中学校区の区分見直しにより伊自良中学校の存続もあり得るが、
地域コミュニティーの尊重の観点から現実的選択とは考えられない。

④その他の該当校について
大桑小学校については、現状の規模から統合の対象校に該当する
が、校区内にある児童養護施設からの入学が見込まれ、今後の児童
数の推移をみながら改めて検討する。

2 「 1 学年15人程度を下回る小規模小学校については、今後の児童数の
推移を見ながら、改めて検討する。」ことについて
（1）数年先（ 0 ～ 5 歳）の児童数予測において 1 学年15人程度を下回る学
校が出てくるが、複式編制とはならない見込みである。

（2）数年以上先の人口は予想がつかないため、今後の児童数の推移をみ
ながら改めて検討することとした。

学校規模 過小規模 小規模 適正規模 学校統合の場 大規模 過大規模合の適正規模

学級数 １～５ ６～11 12～18 19～24 25～30 31以上
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実 施 日 内　　容 料　　金 発 売 日

11月 3 日（祝）
開場 14：00 開演 14：30

≪文化芸術健康フェア協賛≫
マリンバ＆ピアノコンサート
［出演者］浜まゆみ［マリンバ］

羽田めぐみ［ピアノ］

【全指定席】※未就学児入場可
（事前にご連絡ください）

大　　　人　1,000円
高校生以下　 500円（当日券各500円増）

好評発売中

11月23日（祝）
開場 13：30 開演 14：00

Anointed Mass Choir
（アノインティッドマスクワイヤー）
“ゴスペル”コンサート
アメリカ発祥の音楽ジャンル、ゴスペル（聖歌
隊）コンサートをご覧ください。

【全指定席】※未就学児入場可
（事前にご連絡ください）

大　　　人　1,500円
高校生以下　1,000円（当日券各500円増）

好評発売中

12月 9 日（日）
開場 18：00 開演 18：30
終演 20：30

～笑いと健康事業～
“柳家喬太郎”花咲き独演会
その他出演：雷門獅篭

【全自由席】※未就学児入場可
（事前にご連絡ください）

大人・小人共通　1,000円
（当日券500円増）

10月6日
（土）

今後のイベント情報

文化の里　花咲きホール
TEL 0581－36－2323 FAX 0581－36－2777
hanasaki@city.gifu-yamagata.lg.jp
休館日／休日（日曜日）の翌日・第3日曜日

チケット取り扱い場所・時間
花咲きホール、山県市役所会計課
高富・美山中央公民館
開館、開庁日の午前9時～午後5時

花咲きホール
ボランティア
随時募集中

隅地茉歩と阿比
留修一のダンス
は、不思議なスピ
ード感やコミカル
さなどを常に表現
します。
・音楽を聴くのは好きですか？
・映画を観るのは好きですか？
・美術館へ行くのはどうですか？
ダンス公演を観ることは、これらのいずれとも

一味違う時間です。静かで穏やかな彩り豊かなダ
ンス、音色の美しさをお楽しみください。

10月20日（土）開場14：00  開演14：30
文化の里花咲きホール

入場料　全自由席 （未就学児：入場可）
大人・小人共通　シングル券： 800円　

ペ　　ア券：1,000円
※当日券は500円増となります。
売り切れの際はご了承ください。

（主　催）山県市教育委員会
（共　催）財団法人地域創造

“セレノグラフィカ”ダンス公演 岐阜
～このダンスを読んだら～

“セレノグラフィカ”ダンス公演 岐阜
～このダンスを読んだら～

T

U

U

V

V
V

入場料 500円（全自由席）
主　催 県立岐阜商業高等学校　吹奏楽部後援会
後　援 山県市教育委員会

輝かしい吹奏楽・マーチングの県岐商吹奏楽部の
演奏をぜひ花咲きホールでお楽しみください！

日　時 10月14日（日） 開場13：00 開演13：30
場　所 文化の里花咲きホール

県岐商吹奏楽部
第2回花咲きコンサート
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美濃の山野では、秋になると色づいた柿が鮮やかに見られま
す。この柿も、自分の家で食べる分しか作っていませんでした。

伊自良においては、野生のままの柿の木の大半が渋柿であり、熟
じゅく

柿
し

にならないと烏も食べないほどでし
た。この渋柿を、甘く美味しく味わえるようにしたのが干し柿です。
この柿の渋味は人間の教えに似ています。どんな立派な教えも人が近付きにくく難しいものであって

は、親しむことができません。
つまり、味わう（学ぶ）人に甘い（親しい）と感じてもらえるものでないといけません。そのためには、

食べる（学ぶ）立場になって様々な努力や工夫、思いやりが必要なのですね。 古田紹欽「人生の稽古」参照

■日　　時 11月17日（土） 13：00～15：00
■場　　所 古田紹欽記念館及び花咲きホール
■対　　象 市内小中学生と保護者
■定　　員 20組程度（先着順）
■参 加 費 1,200円（材料費 1セット、抹茶 2服）
■持 ち 物 エプロン・軍手
■〆 切 り 10月26日（金）
■申込方法 電話・FAX・官製はがきに必要事

項を記入しお申し込みください。
■必要事項 ①名前（フリガナ）②学校・学年③

郵便番号・住所④電話番号⑤参加
保護者氏名⑥参加人数

あて先　〒501－2125 山県市洞田127番地131
古田紹欽記念館　TEL36－1023

FAX36－3321
bunkanosato@city.gifu-yamagata.lg.jp

柿の渋さを味わう

古田紹欽記念館講座 親子で干し柿づくり & 抹茶体験
親子で地域文化の干し柿づくりに挑戦してみませんか？

第4回

山
県
市
文
化
協
会

文
化
祭

山
県
市
文
化
協
会

文
化
祭
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な
お
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業
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も
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ら
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。

対
象

市
民（
年
令
・
性
別
は

問
い
ま
せ
ん
）

定
員

30
人（
先
着
順
）

申
込
締
切

10
月
19
日（
金
）

第
1
回
開
催
日
時

10
月
24
日（
水
）

午
前
9
時
30
分
〜

開
催
場
所

保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

来年度保育園に入園を希望される人は、『保育
園入園申込書』に必要事項を記入のうえ、添付書
類を添えて提出してください。（年度の途中に入
園を希望される人も提出してください）
『保育園入園申込書』は、子ども家庭課および

各保育園にあります。

�申込期限 10月31日（水）
�申込先 子ども家庭課または各保育園
�対象年齢 生後10ヶ月～ 5歳児
�入園条件
1 ．家庭外労働
児童の親が家庭の外で仕事をしているため、

その児童の保育ができない場合
2 ．家庭内労働
児童の親が家庭で児童と離れて日常の家事以

外の仕事をすることが普通であるため、その児
童の保育ができない場合

3 ．母親の出産、病気など
児童の母親が妊娠中、または出産後間がない

場合。病気・負傷・心身に障がいがあったりす
るため、その児童の保育ができない場合
4 ．病人の介護など
児童の家庭に長期にわたる病人や心身に障がい
のある人があるため、親がいつもその介護等にあ
たっており、その児童の保育ができない場合
5 ．家庭の災害
火災や風水害・地震などの災害により、住居

を失ったり、破損したため、その復旧の間、そ
の児童の保育ができない場合

�問い合わせ先 子ども家庭課　22－6839
入園希望の各保育園
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種まき風景

元気もり森イメージキャラクター
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ト
の
方
が

予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
か
か
る
と
、
肺
炎
な
ど
を
併

発
し
生
命
に
危
険
を
お
よ
ぼ
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
が

必
要
で
す
。

予
防
接
種
は
、
左
記
の
指
定

医
療
機
関
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

★
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
　

●

実
施
時
期

10
月
15
日（
月
）

〜
平
成
20
年
1
月
31
日（
木
）

●

実
施
場
所
・
時
間

山
県
市
指
定
医
療
機
関
の
診

療
時
間
内

※
接
種
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

事
前
に
指
定
医
療
機
関
に
連

絡
の
う
え
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。

●

対
象
者

①
市
内
に
住
民
票
の
あ
る
、
接

種
当
日
に
65
歳
以
上
の
人

②
市
内
に
住
民
票
の
あ
る
60
歳

以
上
65
歳
未
満
の
、
心
臓
・

呼
吸
器
の
病
気
や
免
疫
力
の

低
下
に
よ
っ
て
日
常
生
活
が

極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の

障
が
い
の
あ
る
人

●

接
種
回
数
　
1
回

●

負
担
金

1，
5
0
0
円（
接

種
を
受
け
る
医
療
機
関
で
直

接
お
支
払
く
だ
さ
い
）

※
生
活
保
護
法
に
よ
る
被
保
護

世
帯
の
方
の
負
担
金
は
免
除

と
な
り
ま
す
。
接
種
を
希
望

の
方
に
は
、
接
種
券
を
発
行

し
ま
す
の
で
、
健
康
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●

持
ち
物

健
康
保
険
証
お
よ
び
老
人
医

療
受
給
者
証
・
健
康
手
帳
（
持

っ
て
い
る
人
の
み
）

※
予
防
接
種
予
診
票
は
、
指
定

医
療
機
関
に
置
い
て
あ
り
ま

す
。

※
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

通
院
困
難
な
人
で
、
指
定
医

療
機
関
以
外
の
医
療
機
関
で

訪
問
診
療
を
受
け
、
そ
の
際

に
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
に

つ
い
て
は
、
健
康
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

★
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状

突
然
の
高
熱
、
頭
痛
、
関
節

痛
、
筋
肉
痛
な
ど
で
す
。
ふ
つ

う
の
風
邪
に
比
べ
て
気
管
支
炎

や
肺
炎
な
ど
重
症
化
す
る
こ
と

が
多
い
病
気
で
す
。

★
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防

①
予
防
接
種
を
受
け
る

予
防
接
種
を
受
け
て
い
れ

ば
、
か
か
っ
た
と
し
て
も
、
重

症
化
す
る
の
を
防
ぎ
、
症
状
が

軽
く
す
む
と
い
う
効
果
が
あ
り

ま
す
。

②
栄
養
と
休
養
を
十
分
に
と
る

③
人
ご
み
を
避
け
る

④
適
度
な
温
度
、
湿
度
を
保
つ

⑤
帰
宅
後
に
う
が
い
、
手
洗
い

を
行
う

⑥
マ
ス
ク
を
着
用
す
る

な
お
、
ご
不
明
な
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
健
康
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

℡
22
―

6
8
3
8
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あらいクリニック 山県市高富 23－1188

石田内科 岐阜市福富出口 （058）229－5530

臼井内科 山県市富永 52－2030

宇野クリニック 山県市伊佐美 27－2100

遠渡内科 山県市東深瀬 27－2888

大前医院 岐阜市太郎丸新屋敷 （058）229－3131

岡本医院 山県市佐賀 22－3687

加藤医院 岐阜市加野 （058）243－1114

後藤医院 岐阜市三輪 （058）229－1031

鳥澤医院 山県市大森 36－2311

永田医院 岐阜市福富天神前 （058）229－2101

なりみやクリニック 山県市高富 22－1213

にのみやクリニック 山県市高富 22－1717

早川胃腸科外科クリニック 山県市岩佐 52－1212

ひらまつ耳鼻咽喉科 山県市高富 22－0288

不破クリニック 岐阜市太郎丸 （058）229－6081

松井医院 岐阜市石原 （058）229－5655

指定医療機関名 所 在 地 電話番号
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「
ぎ
ふ
・
ロ
ー
ド
・
プ
レ
ー
ヤ
ー
」

を
募
集
し
ま
す

県
で
は
、
道
路
の
一
定
区
間
の
清
掃
・

除
草
や
除
雪
な
ど
を
、
地
域
住
民
や
企

業
・
団
体
の
皆
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
と
し
て
行
っ
て
い
た
だ
く
「
ぎ
ふ
・
ロ
ー

ド
・
プ
レ
ー
ヤ
ー
」
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

活
動
し
て
い
た
だ
け
る
人
に
は
、
必
要

な
消
耗
品
の
提
供
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険

の
加
入
な
ど
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

活
動
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
表
示
板
の
設
置
を

行
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

岐
阜
県
庁
　
道
路
維
持
課

1

0
5
8
│
2
7
2
│
1
1
1
1

（
内
線
3
7
0
8
）

E
メ
ー
ル：c11657@
pref.gifu.lg.jp

母
子
寡
婦
福
祉
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
岐
阜
県
母
子
・
父
子
家
庭
運
動
会
】

▼
日
時

11
月
3
日（
祝
）雨
天
決
行

▼
場
所

わ
か
く
さ
プ
ラ
ザ（
関
市
）

▼
対
象
者

ひ
と
り
親
家
庭
親
子

▼
参
加
費

無
料

▼
申
込
締
切

10
月
10
日（
水
）

【
母
子
・
寡
婦
・
父
子
家
庭
親
子
の
つ
ど
い
】

▼
日
時

11
月
23
日（
祝
）雨
天
決
行

▼
内
容

み
か
ん
狩
り（
知
多
市
）

▼
対
象
者

山
県
市
在
住
母
子
・
寡
婦
・

父
子
家
庭
親
子

▼
参
加
費

・
母
子
家
庭
会
員
親
子
　
無
料

・
大
人
　
6
、0
0
0
円

・
小
人（
小
学
校
6
年
生
ま
で
）

3
、0
0
0
円

・
父
子
家
庭
　
3
、0
0
0
円

▼
申
込
締
切

10
月
20
日（
土
）

▼
各
事
業
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

小
谷
千
鶴
子
　
1

22
│
3
8
5
4

三
島
み
よ
え
　
1

54
│
2
2
1
0

早
川
　
京
子
　
1

52
│
2
0
4
4

ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ

「
カ
ラ
ー
講
座
」
開
催

あ
な
た
が
一
番
き
れ
い
に
見
え
る
色
知
っ

て
い
ま
す
か
。

似
合
う
色
は
、人
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
。

あ
な
た
を
一
番
輝
か
せ
て
く
れ
る
の
は
何

色
？
20
人
限
定
簡
易
診
断
も
行
い
ま
す
。

▼
日
時

11
月
18
日（
日
）

■

■

■
　

募
　
　
　
集
■
　
■

■

■

■

■
　

お
知
ら
せ
■
　
■

■

in
fo

rm
a

tio
n

7日（日） 第18回連盟杯たかとみバレー大会
8日（祝） 第3回LAWSON CUP岐阜地区大会
14日（日） マザーカップバレーボール大会
20日（土） たかとみスポーツクラブ

NPO法人取得記念イベント
21日（日））） ちびっ子フェスティバル運動会
28日（日） 第15回ふれあい

ソフトバレーボール大会
総合体育館　122─6622
【休館日　毎週月曜日】

総合体育館 10月 スポーツイベント総合体育館 10月 スポーツイベント

午
後
1
時
30
分
〜

▼
場
所

美
山
中
央
公
民
館

▼
講
師

カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

宮
田
真
理
先
生

▼
対
象
者

市
内
在
住
者

▼
申
込
人
数

40
人（
先
着
順
）

▼
参
加
費

5
0
0
円

電
話
に
て
11
月
2
日（
金
）ま
で
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

杉
山
相
談
員
　
1

55
│
2
6
1
6

社
会
福
祉
課
　
1

22
│
6
8
3
7

親
業
訓
練
講
座
の
開
催

親
と
し
て
子
ど
も
と
の
接
し
方
や
子
ど

も
の
心
を
引
き
出
す
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
取
り
方
を
学
び
ま
す
。

▼
日
時

10
月
16
日（
火
）・
23
日（
火
）・

30
日（
火
）
い
ず
れ
も
午
後
7
時
〜
午

後
9
時

▼
会
場

美
山
中
央
公
民
館

▼
対
象

中
学
生
ま
で
の
子
を
も
つ
保
護
者

▼
資
料
代

1
、0
0
0
円（
初
回
に
受
付

で
集
金
し
ま
す
）

申
込
用
紙
は
、
学
校
や
保
育
園
を
通
じ

て
配
布
、
ま
た
は
、
各
公
民
館
に
お
い

て
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課
　
1

22
│
6
8
4
5

市民一人ひとりが、人権について考えていただく
ために講演会を開催します。どなたでも自由に入場
できますので、皆さんお誘い合わせのうえご来場く
ださい。参加は無料です。
日　時 10月17日（水）

午後7時開演（午後6時30分開場）
会　場 美山中央公民館
主　催 市教育委員会
問い合わせ先：生涯学習課　122―6845

「差別をなくして最高の笑顔を」
～本当の笑顔が、大切な人の笑顔を生みます～

桂七福の人権落語

in
fo

rm
a

tio
n

▼
▼

▼
▼
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information
特
設
人
権
相
談
所
の開

設
に
つ
い
て

「
離
婚
問
題
」「
職
場
で
の
セ
ク
ハ
ラ
」

「
い
じ
め
・
体
罰
」「
Ｄ
Ｖ
問
題
」
な
ど
、

誰
に
も
打
ち
明
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
悩

み
ご
と
や
、
人
権
に
関
す
る
問
題
な
ら
ど

ん
な
相
談
も
人
権
擁
護
委
員
が
お
聴
き
し

ま
す
。
※
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守

▼
日
時

10
月
19
日（
金
）

午
後
1
時
〜
午
後
3
時

▼
場
所

保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課
　
1

22
│
6
8
3
7

心
身
に
重
度
の
障
が
い
が

あ
る
人
が
受
け
ら
れ
る

手
当
に
つ
い
て

◎
特
別
児
童
扶
養
手
当

▼
支
給
対
象
者

精
神
ま
た
は
身
体
に
障

が
い
が
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育

す
る
人

※
施
設
入
所
者
や
、
公
的
年
金
受
給
者
は

該
当
し
ま
せ
ん
。

◎
障
害
児
福
祉
手
当

▼
支
給
対
象
者

精
神
ま
た
は
身
体
に
著

し
く
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
た
め
、
日

常
生
活
に
お
い
て
常
時
介
護
を
要
す
る

20
歳
未
満
の
人

※
施
設
入
所
者
や
、
公
的
年
金
受
給
者
は

該
当
し
ま
せ
ん
。

◎
特
別
障
害
者
手
当

▼
支
給
対
象
者

精
神
ま
た
は
身
体
に
著

し
く
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
た
め
、
日

常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
の
介
護
を

要
す
る
20
歳
以
上
の
人

※
受
給
資
格
者
が
施
設（
通
園
施
設
は
除

く
）に
入
所
し
て
い
る
と
き
、
病
院
な

ど
に
継
続
し
て
3
ヶ
月
を
超
え
て
入
院

し
て
い
る
と
き
は
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
も
障
が
い

の
程
度
や
所
得
制
限
な
ど
に
よ
り
手
当

が
支
給
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課
　
1

22
│
6
8
3
7

家
族
会
「
み
ど
り
の
会
」

参
加
の
ご
案
内

7
月
か
ら
、
精
神
障
が
い
者
の
家
族
に

よ
る
家
族
会
「
み
ど
り
の
会
」
が
発
足
し

ま
し
た
。
同
じ
仲
間
の
語
ら
い
の
中
で
、

ホ
ッ
と
安
ら
ぐ
時
間
を
と
も
に
し
ま
せ
ん
か
。

こ
の
家
族
会
は
、
家
族
自
身
が
発
起
人

と
な
り
運
営
し
て
い
き
ま
す
。

▼
開
催
日
時

10
月
26
日（
金
）

午
後
7
時
〜
午
後
8
時
30
分

▼
場
所

保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課
　
1

22
│
6
8
3
7

日時 10月13日（土） 9：30～16：00
場所 岐阜刑務所（岐阜市則松）
主催 岐阜刑務所
内容 ・美濃池田ききょう太鼓、杉山三四郎のギター

弾き語りなどのイベントが盛りだくさん
・刑務所作業製品展示販売など
・刑務所内（一部）見学
（先着順にて整理券配布）

問い合わせ先 岐阜刑務所　1058―239―9821

岐阜矯正展

人権擁護委員は、法務大臣が委嘱した人です。
この制度は、さまざまな分野の人たちが、地域の中で人権思

想を広め、住民の人権が侵害されないように配慮し、人権を擁
護していくことが望ましいという考えから設けられたものであ
り、諸外国にも例をみないものです。現在市内には、8人の委
員が配置され、住民の皆さんからの人権相談や、地域住民が関
心をもってもらえるような啓発活動を積極的に行っています。
【人権擁護委員は次の皆さんです（敬称略）】
鷲見　俊邦（高富） 尾関千代子（西深瀬）
桐山五十鈴（洞田） 臼井　敏雄（谷合）
西村　純子（大桑） 鬼頭　　勇（平井）
山田　隆司（中洞） 桐山　綾子（梅原）

▼
▼
▼
▼
▼

第27回

～人権擁護委員制度について～



「
あ
し
た
の
会
自
然
の
家

感
謝
祭
〜
地
域
と
自
然
に
感
謝
〜
」

の
ご
案
内

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
、
里
芋
の
み
そ
汁
、

菓
子
ま
き
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、
日
用
品

バ
ザ
ー
、
飲
食
店
バ
ザ
ー
な
ど
盛
り
だ
く

さ
ん
の
一
日
で
す
。
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く

だ
さ
い
。

▼
日
時

11
月
11
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
会
場

あ
し
た
の
会
自
然
の
家（
大
桑
）

▼
入
場

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

あ
し
た
の
会
自
然
の
家

1

27
│
0
0
3
0

行
政
手
続
無
料
相
談
会

▼
日
時

10
月
7
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

▼
場
所

岐
阜
県
行
政
書
士
会
事
務
局

岐
阜
市
金
園
町
1
│
16

N
C
リ
ン
ク
ビ
ル
3
F

▼
内
容

遺
言
書
・
遺
産
分
割
協
議
書
・

法
人
設
立
・
農
地
転
用
・
入
管
手
続

き
・
そ
の
他
許
認
可

▼
相
談
料

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

岐
阜
県
行
政
書
士
会
岐
阜
支
部

1

0
5
8
│
2
7
6
│
1
7
7
4

愛
犬
の
し
つ
け
方
教
室

初
心
者
向
け
「
愛
犬
の
し
つ
け
方
教
室
」

を
開
催
し
ま
す
。

現
在
、
犬
を
飼
わ
れ
て
い
る
人
や
こ
れ

か
ら
飼
お
う
と
考
え
て
い
る
人
は
、
ぜ
ひ

こ
の
教
室
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

10
月
28
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

▼
場
所

瑞
穂
市
役
所
巣
南
庁
舎

お
よ
び
巣
南
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
内
容

愛
玩
動
物
飼
養
管
理
士
に
よ
る

し
つ
け
方
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
実
技

指
導
を
実
施
し
ま
す
。

▼
定
員

30
人（
先
着
順
）

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

岐
阜
保
健
所
本
巣
・
山
県
セ
ン
タ
ー

1

0
5
8
│
2
6
4
│
1
1
1
1

内
線
3
5
3

家
づ
く
り
体
験（
キ
ッ
ト
ハ
ウ
ス

や
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
組
立
な
ど
）

▼
対
象

岐
阜
県
産
の
木
材
を
使
用
し
た

家
づ
く
り
や
緑
豊
か
な
自
然
あ
ふ
れ
る

農
山
村
で
の
く
ら
し
に
興
味
を
持
っ
て

い
る
人
。

▼
参
加
者
数

成
人
25
人
程
度（
申
込
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
主
催

岐
阜
県
、
岐
阜
農
林
事
務
所

▼
実
施
日
時

11
月
17
日（
土
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
頃

▼
集
合
場
所
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さ
わ
や
か
ド
ー
ム（
大
門
）

▼
参
加
費

一
人
1
、4
0
0
円

（
飲
み
物
、
昼
食
代
な
ど
）

▼
持
ち
物

作
業
の
で
き
る
服
装

▼
申
込
期
日

10
月
25
日（
木
）

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

参
加
者
全
員
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、
岐
阜
農
林
事

務
所
林
業
課
林
務
係
ま
で

1

0
5
8
│
2
6
4
│
1
1
1
1

F
A
X
0
5
8
│
2
6
4
│
4
9
2
8

E
メ
ー
ルc24801@

pref.gifu.lg.jp

森
林
を
伐
採
す
る
と
き
は
、

届
出
や
許
可
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

た
と
え
自
分
の
山
で
あ
っ
て
も
、
森
林

を
伐
採
す
る
と
き
は
、
事
前
に
届
出
や
許

可
が
必
要
で
す
。

違
法
な
森
林
開
発
の
防
止
を
目
的
と
し

た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。
森
林

内
で
不
審
な
「
立
木
伐
採
」「
掘
削
」「
建

築
物
」
を
見
か
け
た
時
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

▼
実
施
期
間

10
月
15
日（
月
）〜
11
月
14
日（
水
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

岐
阜
農
林
事
務
所
　
林
業
課
　

「
違
法
森
林
開
発
1
1
0
番
」

1

0
5
8
│
2
6
4
│
1
1
1
1



25 広報やまがた 2007 . 10

information

日　時 10月11日（木）14：30～16：30
会　場 文化の里花咲きホール

ここがポイント。親と教師の実践心理学

子どもの心・体・頭は六感で伸びる
14：00

受付 
開会式 
表彰式 

  実践発表 
（市栄養職員部会） 

講演会 
　講師　小島基次氏 

14：30 15：00 15：30 16：30

講演会
演　題 心身ともに健康で、たくましい児童・生徒の育成

～自主的に健康管理のできる子をめざして～
講　師 小島基次氏（東海学院大学総合福祉学部講師）

入　場 無料

皆
さ
ん
は
、
毎
日
の

く
ら
し
の
中
で
、
国
の

役
所
や
独
立
行
政
法

人
、
特
殊
法
の
仕
事
に

つ
い
て
、「
処
理
が
間

違
っ
て
い
る
」、「
遅
く

な
い
？
」
と
か
「
こ
う

し
て
ほ
し
い
」
な
ど
と

い
っ
た
苦
情
や
要
望
を

お
持
ち
に
な
っ
た
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。

総
務
省
で
は
、
こ
う

し
た
役
所
の
仕
事
に
つ

い
て
の
苦
情
・
要
望
な

ど
を
受
け
付
け
、
そ
の

解
決
や
実
現
を
促
進
す

る〝
行
政
相
談
〞を
行
っ

て
い
ま
す
。

10
月
15
日（
月
）〜
21

日（
日
）の
一
週
間
は
、

こ
の
行
政
相
談
に
つ
い

て
よ
く
知
っ
て
い
た
だ

き
、
皆
さ
ん
に
も
っ
と

利
用
い
た
だ
く
た
め
の

「
行
政
相
談
週
間
」で
す
。

あなたの声を大切にします

10月15日～21日は行政相談週間

市
内
行
政
相
談
委
員

鷲
見
奉
子
（
高
富
）
1

22
│
1
5
3
5

宮
田
充
秋
（
平
井
）
1

36
│
3
6
2
5

江
崎
　
淳
（
片
原
）
1

54
│
2
1
4
0

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
　
1

22
│
6
8
2
0

行政相談日
10月16日（火）
10月19日（金）
11月20日（火）
12月18日（火）
12月20日（木）
1 月15日（火）
2 月15日（金）
2 月21日（木）
3 月18日（火）

一日合同行政相談日
10月17日（水）

開催時間

開催時間
午前10時～午後3時

午後1時～午後3時

会　　場
伊自良福祉センター
健康福祉ふれあいセンター
美山支所
伊自良福祉センター
健康福祉ふれあいセンター
美山支所
伊自良福祉センター
健康福祉ふれあいセンター
美山支所

会　　場
マーサ21 4階マーサホール

問い合わせ先
市教育センター　123-0187

講師紹介
・県岐阜商業バレー部監督として大分国体5位、全日本6人制・
9人制選手権大会出場

・岐阜女子商業学校ホッケー部長として全国大会17回優勝
・岐阜放送ラジオ「気分はごきげん」出演中

実践発表
難しくとらえがちな「食育」で
すが、学校・家庭・地域で普段
何気なく行っている実践の中に
「食育」の種がたくさんあります。
みんなで「食育の花」を咲かせ、

健康で長生きできる児童・生徒
の育成につなげたいものです。

主催：市学校保健会　後援：教育委員会



木
造
住
宅
耐
震
診
断
・
耐
震
補
強

の
無
料
相
談
会
と
住
民
説
明
会
に

つ
い
て

7
月
に
発
生
し
た
新
潟
県
中
越
沖
地
震

で
は
、
築
年
数
が
古
く
耐
震
性
が
考
慮
さ

れ
て
い
な
い
木
造
住
宅
に
被
害
が
集
中

し
、
居
住
者
が
倒
壊
に
巻
き
込
ま
れ
て
亡

く
な
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
、
あ
ら
た
め
て
社

会
問
題
と
な
り
、
地
震
発
生
時
の
被
害
軽

減
の
た
め
、
住
宅
耐
震
化
の
促
進
が
強
く

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
木
造
住
宅
耐
震
化
促
進
の
た

め
、
住
宅
の
耐
震
診
断
や
耐
震
補
強
工
事

に
対
す
る
補
助
制
度
の
詳
し
い
内
容
や
、

住
宅
改
修
に
関
し
て
の
ご
質
問
な
ど
に
お

答
え
す
る
「
無
料
相
談
会
」
を
開
催
し
ま

す
。
ま
た
、
自
治
会
な
ど
の
単
位
を
対
象

と
し
た「
住
民
説
明
会
」の
開
催
も
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。

「
無
料
相
談
会
」

▼
日
時

10
月
7
日
（
日
）

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▼
場
所

市
ふ
る
さ
と
栗
ま
つ
り
会
場
内

（
大
桑
　
四
国
山
香
り
の
森
公
園
）

「
住
民
説
明
会
」

地
震
対
策
全
般
や
耐
震
診
断
・
耐
震
補

強
工
事
の
補
助
制
度
に
つ
い
て
、
説
明
会
の

開
催
を
希
望
す
る
自
治
会
や
地
域
団
体
に

対
し
て
、
講
師
な
ど
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

開
催
規
模
は
自
治
会
な
ど
の
単
位
程
度

で
、
時
期
や
時
間
は
自
由
に
設
定
で
き
ま
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テ ー マ 「秋色の寄せ植え」
開 催 日 10月24日（水）
開催時間 （午前の部） 10：00～11：30

（午後の部） 13：30～15：00
開催場所 伊自良ふれあい・さわやかドーム
対　　象 山県市内在住者
定　　員 各30人（応募者多数の場合は抽選）
参加費用 2,000円（材料費）
申込締切 10月15日（月）必着
申込方法 往復ハガキに下記事項を記入し、お

申し込みください。なお、応募は1世
帯1通とします。

【往信裏面】 ①郵便番号②住所③名前
④電話番号⑤午前か午後の希望

【返信表面】 ①郵便番号②住所③名前
結　　果 返信用ハガキにてお知らせします。
申込・問い合わせ先
〒501－2192 山県市高木1000番地1
山県市役所　総務課内
山県市「花の都ぎふ」運動推進協議会
122－6820

※ご応募いただきましたハガキにつきましては、
選考以外には使用いたしません。

日　　時 10月20日（土） 13：00～15：00
会　　場 県政資料館　コミュニティルーム
定　　員 100人（先着順）
参 加 費 無料
申込方法 電話、ハガキまたはファックスで、住

所、氏名、電話番号、参加人数を県
政資料館までお申し込みください。

申込・問い合わせ先
〒501－2105 山県市高富1276－2
岐阜県県政資料館　122－3993

FAX  27－3858

県政資料館　開館5周年記念

鵜匠 山下哲司講演
「人鵜一体」

講師プロフィール
山下哲司（やましたてつじ）
宮内庁式部職

昭和30年10月22日生まれ
昭和62年 4 月 宮内庁式部職鵜匠となる
昭和64年12月 NHK紅白歌合戦へ地域審査員で出演
平成 3 年 1 月 岐阜市の姉妹都市アメリカ・オハイオ

州シンシナティーで鵜飼の公演

写真提供：（社）岐阜県観光連盟

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼

▼
▼

▼
▼

○
ぎ
ふ
っ
こ
カ
ー
ド
は
、山
県
市
役
所
、

各
支
所
、
出
張
所
、
県
振
興
局
・

事
務
所
で
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

http://w
w
w
.pref.gifu.lg.jp/pref//

s11121/cam
paign/

問
い
合
わ
せ
先

子
ど
も
家
庭
課

1

22
│
6
8
3
9

県
庁
総
合
政
策
課
少
子
化
対
策
係

1

0
5
8
│
2
7
2
│
1
1
1
1

※キャンペーン参加店舗で「特典」「応
援」などのサービスが受けられます。

※県内にお住まいの18歳未満のお子さ
んのある世帯に、申請により交付さ
れます。（1世帯に1枚）

ご
存
じ
で
す
か

子
育
て
家
庭
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

お
詫
び
と
訂
正

広
報
や
ま
が
た
9
月
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

P
16

老
人
保
健
制
度
に
つ
い
て
の
上
段
中

（
誤
）医
療
費
の
1
割
ま
た
は
2
割

（
正
）医
療
費
の
1
割
ま
た
は
3
割

す
が
、
準
備
の
都
合
上
、
開
催
予
定
日
の
遅

く
と
も
1
カ
月
前
ま
で
に
、
都
市
計
画
課

ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

都
市
計
画
課
　
1

22
│
6
8
3
3



10
月
1
日
か
ら
外
国
人
雇
用
状
況

報
告
制
度
が
新
し
く
な
り
ま
す

す
べ
て
の
事
業
主
の
皆
さ
ん
に
は
、
外

国
人
労
働
者（
特
別
永
住
者
を
除
く
）の
雇

用
ま
た
は
離
職
の
際
に
、
当
該
外
国
人
労

働
者
の
氏
名
、
在
留
資
格
、
在
留
期
間
な
ど

に
つ
い
て
確
認
し
、
雇
用
保
険
の
資
格
取

得
・
喪
失
の
届
出
の
際
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

届
け
出
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

就
労
時
間
が
短
い
な
ど
で
、
雇
用
保
険

被
保
険
者
資
格
を
有
し
な
い
外
国
人
に
つ

い
て
も
、
雇
用
ま
た
は
離
職
の
日
の
属
す
る

月
の
翌
月
末
ま
で
に
報
告
が
必
要
で
す
。

10
月
1
日
時
点
で
既
に
雇
用
さ
れ
て
い

る
外
国
人
労
働
者
に
つ
い
て
は
施
行
後
1

年
の
間（
平
成
20
年
10
月
1
日
ま
で
）に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
報
告
を
怠
っ
た
り
、
虚
偽
の
届
出
を
行
っ

た
場
合
に
は
、
30
万
円
以
下
の
罰
金
が

課
せ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
同
じ
く
10
月
1
日
よ
り
、
事
業

主
の
皆
さ
ん
に
対
し
、
外
国
人
労
働
者
の

雇
用
管
理
の
改
善
お
よ
び
再
就
職
支
援
の

努
力
義
務
が
課
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

岐
阜
労
働
局
職
業
対
策
課

1

0
5
8
│
2
6
3
│
5
5
6
3

「
10
月
1
日
〜
7
日
は

「
全
国
労
働
衛
生
週
間
」

今
年
で
58
回
目
を
迎
え
る
「
全
国
労
働

衛
生
週
間
」
が
、「
こ
こ
ろ
に
ゆ
と
り
か

ら
だ
に
余
裕
み
ん
な
で
つ
く
る
健
康
職

場
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
て
展
開
さ
れ
ま
す
。

労
使
一
体
と
な
っ
て
、
快
適
で
健
康
な

職
場
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

岐
阜
労
働
局
労
働
基
準
部

安
全
衛
生
課

1

0
5
8
│
2
4
5
│
8
1
0
3

27 広報やまがた 2007 . 10

ダイヤル119

平成18年の全国での火災件数は、53,260件でした。うち、火災で亡くなられた人は2,066人、負傷者
は8,538人でした。
出火原因別でみると「放火」が6,637件で第1位、次いで「こんろ」「たばこ」と続き「放火の疑い」

が4,621件で第4位でした。「放火」と「放火の疑い」を合わせると火災件数の約21％を放火火災が占
めています。
放火にあわないように、家庭や地域で放火されない環境づくりに努めましょう。

＜放火対策ポイント＞

・家の周囲は整理整頓し、新聞や雑誌など燃えやすいも
のは置かない。

・ゴミは収集日の朝に出す。

・家の周囲は、外灯などで明るくする。

・車庫や物置などには必ず鍵を掛ける。

・郵便受けには、郵便物や新聞紙をためないようにする。

・自動車やバイクなどのボディーカバーには、防炎製品
を使用する。

・隣近所と協力しあって、放火しにくい環境をつくる。

火事・救急・救助は119
山県市消防本部　122-0119

7
月
29
日
執
行
の
第
二
十
一
回

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に
お
い

て
、
西
武
芸
投
票
区
投
票
所
で
、

岐
阜
県
選
挙
区
と
比
例
代
表
の
投

票
用
紙
を
交
付
す
る
際
に
、
誤
っ

て
交
付
す
る
不
手
際
を
起
こ
し
ま

し
た
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
皆

様
並
び
に
市
民
の
皆
様
に
深
く
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
、
こ
の
よ
う
な
ミ
ス
を
二

度
と
起
こ
さ
な
い
よ
う
再
発
防
止

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

山
県
市
選
挙
管
理
委
員
会

投
票
用
紙
交
付

ミ
ス
の
お
詫
び
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お
な
か
の
中
の
赤
ち
ゃ
ん
は
、

お
母
さ
ん
が
毎
日
の
食
事
か
ら
と

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
栄
養
を
吸
収
し

て
成
長
し
て
い
ま
す
。
妊
娠
中
の

か
ら
だ
の
変
化
と
栄
養
、
食
生
活

に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。
※
託

児
あ
り
ま
す
。

▼
日
時

10
月
26
日（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
30
分

▼
場
所

保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

妊
娠
中
の
か
ら
だ
の
変

化
や
必
要
な
栄
養
な
ど
の
勉
強
会

お
よ
び
調
理
実
習

▼
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
・
エ

プ
ロ
ン
、
三
角
巾

▼
申
込
期
限

10
月
23
日（
火
）

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

子
ど
も
家
庭
課

1

22
―

6
8
3
9

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
①

の
ご
案
内

子育てママの学びと交流を目的として、子育て教室などを
開催します。みんなで楽しく子育てしましょう。

問い合わせ先
市子育て支援ネットワーク
生涯学習課　122―6845

10月の子育て教室＆サロン

すくすく教室 対象0～1歳児と保護者
【場所】四国山香りの森公園

日 時　間 内　　容

5日（金） 10：00～ 秋の遠足（現地集合）
（雨天：高富中央公民館でおしゃべり会）

【場所】高富中央公民館　　TEL 22-3351
日 時　間 内　　容

19日（金） 10：00～
エアロビクス
（持ち物：飲み物・タオル・運動の
できる服装）

10月の読み聞かせ教室
【わくわくランド】
会　場：高富中央公民館図書室　122―3351
日　時： 10月13日（土） 10：30～
【みやまジョイフル倶楽部読み聞かせ教室】
会　場：みやまジョイフル倶楽部　155―2608
日　時： 10月 6 日（土） 10：00～

10月17日（水） 10：00～
【お話しピーチク読み聞かせ】
会　場：市図書館　136―3339
日　時： 10月 6 日（土） 14：00～

10月13日（土） 14：00～
10月20日（土） 14：00～
10月27日（土） 14：00～

10月の家庭教育講座
テーマをもとに子育てについて考えてみましょう。
※託児あります
対　象 子育てにかかわる人どなたでも
日　時 10月17日（水） 10：00～12：00
会　場 桜尾公民館
テーマ 「いじめについての考察」
問い合わせ先　山県家庭教育研究所

122―4569（代表：野沢）

ちびっこ運動会
日　時 10月21日（日） 受付9：30～ 開始10：00～
会　場 市総合体育館
内　容 追いかけ玉入れ、箱積み競争、かけっこ

おもちゃ修理などのイベントも実施。
※参加費無料。ご家族でお越しください。
問い合わせ先　市子育て支援ネットワーク協議会

122―6845

小　鳩　会 対象0～3歳児と保護者
【場所】伊自良中央公民館　　TEL 36-3355
日 時　間 内　　容

12日（金） 10：00～ リフレッシュアロマ足浴
（実費：200円）

【場所】畜産センター（岐阜市）
日 時　間 内　　容

26日（金） 10：00～ 秋の遠足（現地集合）
（雨天：げんきはうすでみんなであそぼう）

のびっこ教室 対象2～3歳児と保護者
【場所】四国山香りの森公園

日 時　間 内　　容

5日（金） 10：00～ 秋の遠足（現地集合）
（雨天：高富中央公民館でおしゃべり会）

【場所】高富中央公民館　　TEL 22-3351
日 時　間 内　　容

12日（金） 10：00～ 食品色分けゲーム

つくしんぼ教室 対象0～3歳児と保護者
【場所】美山中央公民館　　TEL 52-1106
日 時　間 内　　容

12日（金） 10：00～ ベビーマッサージ（持ち物：バスタオル）
【場所】げんき広場

日 時　間 内　　容

26日（金） 10：00～ 秋の遠足（現地集合）
（雨天：美山中央公民館で親子遊び）

※市図書館とは、旧伊自良図書館のことです。
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10月予定学童行事参加者は、10月 3日（水）午前 9時より各施設ごとに申込受付を開始します。
（電話での受付もできます） 幼児サークルに参加したい人は、事前の申し込みが必要です。
※定員になり次第締め切らせていただきます。
※詳しいことは各施設にお尋ねください。

市内の小学生だれでも参加できます。一緒に遊びましょう。

将棋クラブ

6（土） 9：30～11：00

【持ち物】お茶・ハンカチ

高富保育園の園庭であそぼう
（雨天の場合は児童館で遊びます）

3（水） 10：30～11：30

【持ち物】お茶・ぼうし・タオル

パン教室（高富公民館集合・解散）

13（土） 13：15～15：30 15人

【持ち物】 材料費300円・食器拭き用
タオル・エプロン・三角巾・
ビニール袋・お茶

アレンジフラワー教室

27（土） 10：00～11：00 10人

【持ち物】 材料費500円・はさみ・
小鉢・お茶・ハンカチ

将棋クラブ

20（土） 9：30～11：00

【持ち物】お茶・ハンカチ

幼児サークル

ピヨケロサークル（1・2歳児）

親子でピカソ
手がた・足がたで作品づくり

10（水） 10：30～11：30

【持ち物】タオル・汚れてもよい服

幼児サークル

マミーサークル（1・2歳児）

学童行事

7日・8日・14日・
21日・28日

休館日

高富児童館　℡22-4750

出前児童館「げんき」のご案内

市内の小学生ならだれでも参加できます。一緒に遊びましょう。

たのしいパン教室
（富岡公民館集合・解散）

20（土） 9：15～11：30 15人

【持ち物】 材料費300円・お茶・エプ
ロン・三角巾・ビニール袋・
ハンカチ

ドッジボール大会

27（土） 9：30～11：30

【持ち物】 ぼうし・お茶・ハンカチ

竹馬検定

13（土） 9：30～11：30 10人

【持ち物】 ぼうし・お茶・ハンカチ

学童行事

子どもげんきはうす　℡23-2323
1日・8日・9日・15日・
21日・22日・29日

休館日

◆問い合わせ先
＊子どもげんきはうす（子育て支援センター） ℡23－2323

17日（水）

10：30～13：30

ファミリーパーク
（雨天中止）

秋の遠足
※ピヨケロ・マミーサークルと合同
（詳細は隣の開催要項をご覧ください）

25日（木）

10：00～11：30

伊自良中央公民館

芸術家親子
「共同作品作り」

内容

曜日

場所

時間

ピヨケロ・マミーサークル合同
秋 の 遠 足

▼日　時　10月17日（水） 10：30～13：30
▼場　所 ファミリーパーク（現地集合・解散）
▼持ち物　お弁当・お茶・お菓子・しきもの・

ぼうし・ベビーカー（必要な人）
※10時30分に乗り物チケット売り場付近に集合
してください。

※雨天の場合は中止とします。9時の時点で自
己判断してください。判断しにくい場合はお
問い合わせください。

▼問い合わせ先 高富児童館　22－4750
子どもげんきはうす　23－2323
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10月 10月 

30

10
月
7
日（
日
）は
、「
山
県
市

ふ
る
さ
と
栗
ま
つ
り
2
0
0
7
」

を
四
国
山
香
り
の
森
公
園
で
開
催

し
ま
す
。

当
日
、
香
り
会
館
・
ハ
ー
ブ
レ

ン
ド
で
は
、
特
別
メ
ニ
ュ
ー
で
皆

さ
ん
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

◇
香
り
会
館

①
香
り
会
館
オ
リ
ジ
ナ
ル

「
香
り
に
よ
る
性
格
診
断
」

②
染
め
の
講
師
に
よ
る

「
染
め
物
体
験
」

③
ハ
ー
ブ
園
で
と
れ
た
ハ
ー
ブ

を
使
っ
た「
つ
け
放
題
リ
ー
ス
」

※
い
ず
れ
も
3
0
0
円

◇
テ
ィ
ー
ハ
ウ
ス
ハ
ー
ブ
レ
ン
ド

①
ハ
ー
ブ
ティ
ー
試
飲
会（
無
料
）

②
栗
ま
つ
り
だ
け
の
限
定
メ
ニュ
ー

▼
問
い
合
わ
せ
先

香
り
会
館
　
1

22
―

5
4
0
0

テ
ィ
ー
ハ
ウ
ス
ハ
ー
ブ
レ
ン
ド

1

27
―

3
9
4
4

﹇
毎
週
火
曜
日
、
年
末
年
始
は

休
館
日
で
す
﹈

7日（日） 早川胃腸科外科クリニック 山県市岩佐 10581－52－1212
8日（祝） 森医院 山県市高富 10581－22－1024
14日（日） あらいクリニック 山県市高富 10581－23－1188
21日（日） 宇野クリニック 山県市伊佐美 10581－27－2100
28日（日） ひらまつ耳鼻咽喉科 山県市高富 10581－22－0288

4日（木） 10:00～12:00
14日（日） 13:00～15:00
18日（木） 10:00～12:00
25日（木） 10:00～12:00

休日診療（診療時間　9:00～15:00、16:00～19:00）
弁護士相談

はみがきけんしん（フッ素塗布）

ハッピーライフ（結婚）相談 美山山村開発センター

※多重債務関係の相談は弁護士相談で受け付けます

31日（水） 受付13:00～13:15 ふれあいセンター

24日（水） 受付13:00～14:00 ふれあいセンター

12日（金）
受付13:00～14:00

（伊）老人福祉センター
19日（金） ふれあいセンター

23日（火） 10:30～13:00 ふれあいセンター

乳幼児健診
3・4か月児健診

10・11か月児健診

離乳食前期教室（3日前までに予約必要）子ども家庭課 122-6839

（前月比）

総人口 30,748人 －37（人）

男 15,061人 －10（人）

女 15,687人 －27（人）

世帯数10,052戸（12戸）
（転入　50人　　転出　73人）

人口の動き
（平成19年9月1日現在）

29日（月） 受付13:15～14:00 ふれあいセンター

11日（木）
受付13:15～14:00 ふれあいセンター

25日（木）

予防接種
BCG

ポリオ

心の相談（予約必要）社会福祉課 122-6837

25日（木） 受付13:30～15:00 ふれあいセンター

献　　血
7日（日） 受付 9:30～16:00 四国山香りの森公園

26日（金） 受付 9:30～13:00 市役所
受付14:30～16:00 美山中央公民館

すこやか相談（予約必要）子ども家庭課 122-6839

4日（木） ふれあいセンター

乳がん検診（集団検診）
5日（金）

受付13:00～14:00 ふれあいセンター
16日（火）

子宮頚がん検診（集団検診）
12日（金）

受付13:15～14:00
桜尾公民館

23日（火） （伊）老人福祉センター

10日（水） 13:00～14:30 市 役所（3階304会議室）

行政相談
16日（火）

13:00～15:00
（伊）老人福祉センター

19日（金） ふれあいセンター

人権擁護相談

17日（水） 受付13:00～14:00 ふれあいセンター
1歳6か月児健診

10日（水） 受付13:00～14:00 ふれあいセンター
3歳児健診

乳幼児相談
15日（月）

受付10:00～11:00
構造改善センター

30日（火） （伊）老人福祉センター
11月7日までの予定
すこやか相談（要予約）：1日（木） ふれあいセンター
献　　　血：3日（祝） 9：30～15：30 （伊）老人福祉センター
休 日 診 療：3日（祝） もりこどもクリニック 山県市東深瀬　10581-23-0321
休 日 診 療：4日（日） にのみやクリニック 山県市高富 10581-22-1717
はみがきけんしん（フッ素塗布）：

5日（月） 13：00～14：00受付　構造改善センター
子宮頚がん検診：5日（月）13：15～14：00受付　ふれあいセンター

「ふれあいセンター」は保健福祉ふれあいセンター、
「（伊）老人福祉センター」は伊自良老人福祉センター、
「構造改善センター」は美山構造改善センター

手軽に出来る染め物体験
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この欄は、山県市役所本庁または支所の窓口で届出をされた、
本市に住民登録がある人を掲載しています。
※本市に住民登録があり他の市区町村で届出をされ、掲載を希望
される人は市民課（122－6827）までご連絡ください。

「夜間納付窓口」および

「夜間納税相談窓口」開設日
今月は25日（木）です

8月の来庁者14人

●場　所 市役所　徴収対策室
●時　間 午後 9 時まで　
●問い合わせ先 徴収対策室　122－6843

税金は納期限までに納めましょう

お く や み

山県市届出分のみ掲載
8月届出分

収集区域 出せる資源ごみ 収集日 収集時間 収集場所

資源ごみ休日収集日

ごみは指定時間（午前7時30分）までに出しましょう

市内全域 缶・ペットボトル・
びん・白色トレイ 28日

9:00
～16:00

市役所北
車庫棟24・25

10月のごみ収集日

森・南・旭ヶ丘・
蛍ヶ丘・田倉

月
・
木
曜
日

火
・
金
曜
日

月
・
木
曜
日

22日

18日

19日

16日

22日

16日

15日

26日

25日

23日

25日

4日
（11月1日）

カン・
白色トレイ

びん・
ペットボトル

不燃ごみ
粗大ごみ

燃える
ごみ

5日
（11月2日）

8日

9日
6日

（11月3日）
10日

9日

11日
3日

（11月7日）

2日
（11月6日）

1日
（11月5日）

13日

20日

17日

12日

17日

23日

17日

18日

11日
12日

15日
16日

24日

9日

10日

25日
30日

2日
（11月5日）

1日
（11月1日）

2日
（11月5日）

3日
（11月6日）

4日
（11月7日）

大北・石田町・山本・双
葉台・京ヶ洞・星ヶ丘・
南屋敷・石畑・美里

北町・栄町・仲町・
本町1、2、3丁目

共和町

佐賀・見晴台・金池

東深瀬・高木東・阿原

西深瀬

高木
（高木東・阿原を除く）

梅原

桜尾

大桑

長滝・平井・掛・
松尾・上願

洞田・小倉・大森・
藤倉・大門

北山

原

谷合

北武芸

乾

富波

岩佐

中洞

～11月7日
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魅 

夢 

元 
気 
　 
魅 
力 
　 
夢 
　 

人
間
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
校
門
で
は
毎
朝
、
生
徒
会

を
始
め
と
し
た
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が

挨
拶
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
保
護
者
の
皆

さ
ん
も
挨
拶
運
動
に
加
わ
っ
て
、

明
る
く
元
気
な
挨
拶
が
交
わ
さ
れ

て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら

も
『
高
中
の
生
徒
は
自
分
か
ら

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
二
百
人

近
い
団
員
が
一
糸
乱
れ
ず
拍
手
し

動
き
を
合
わ
せ
る
姿
は
、
見
事
と

い
う
他
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
行
事

を
通
し
て
、
生
徒
の
結
束
力
が
ま

す
ま
す
高
ま
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
、
仲
間
が
協
力
し

合
っ
て
一
つ
の
文
化
を
創
り
上
げ

る
営
み
は
、
十
一
月
の
文
化
祭

（
合
唱
発
表
会
）で
大
き
な
花
を
咲

か
せ
ま
す
。

今
年
は
十
三
日（
火
）に
実
施
予

定
で
す
。
ぜ
ひ
、
生
徒
た
ち
の
歌

声
を
聴
き
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

高
富
中
学
校
は
十
六
学
級
、
生

徒
数
は
五
八
二
人
で
す
。
木
材
が

ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ
た
、
落
ち
着

き
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
学
習
環
境

の
中
で
、
生
徒
た
ち
は
日
々
の
授

業
や
行
事
・
生
徒
会
活
動
、
部
活

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
、
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
に
一
生
懸
命
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

本
校
の
生
徒
会
が
掲
げ
て
い
る

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
向
上
心
・
創

造
・
進
化
＝
誇
り
あ
る
高
中
」
で

す
。
心
の
中
に
常
に
高
中
生
と
し

て
の
誇
り
を
持
ち
、
自
分
自
身
を

高
め
る
た
め
に
精
一
杯
の
努
力
を

し
て
い
く
と
同
時
に
、
地
域
の
一

員
と
し
て
の
自
覚
を
も
っ
て
積
極

的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り

組
ん
だ
り
、
進
ん
で
挨
拶
で
き
る

向
上
心
・
創
造
・
進
化
＝
誇
り
あ
る
高
中

高
冨
中
学
校

来
月
号
は
、
伊
自
良
北
小
学
校

で
す
。
お
楽
し
み
に
。

よ
く
あ
い
さ
つ
し
て
く
れ
る
』
と

お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

本
校
が
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と

の
一
つ
に
「
図
書
館
活
動
」
が
あ

り
ま
す
。
蔵
書
は
約
二
万
冊
。
資

源
回
収
の
収
益
金
も
活
用
し
て
お

り
、
図
書
館
の
充
実
に
は
目
覚
ま

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
図
書
館
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
お
母
さ
ん

方
に
は
図
書
の
紹
介
や

掲
示
な
ど
に
積
極
的
に

関
わ
っ
て
い
た
だ
け
、

生
徒
の
読
書
量
も
一
学

期
は
計
三
千
冊
余
り

と
、
非
常
に
多
く
な
り

ま
し
た
。

部
活
も
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
中
体
連
の
夏
季

大
会
で
は
男
子
バ
レ
ー

部
と
女
子
バ
ス
ケ
部
が
、

地
区
で
三
位
に
入
り
ま

し
た
。
ま
た
卓
球
個
人

で
は
全
国
ベ
ス
ト
十
六

に
入
る
健
闘
を
見
せ
て

く
れ
た
男
子
も
い
ま
す
。

九
月
の
体
育
祭
で
は

赤
・
青
・
白
の
三
団
に

分
か
れ
、
美
し
く
も
整

然
と
し
た
応
援
合
戦
が

▼
私
の
前
を
横
切
る
う
り
ぼ
う
3
頭
と
イ
ノ
シ
シ
1

頭
。
車
の
エ
ン
ジ
ン
音
に
も
驚
か
ず
、「
ラ
イ
ト
の
お

か
げ
で
よ
く
見
え
る
」と
じ
ゃ
れ
合
う
姿
に「
仲
が
い

い
親
子
だ
ね
」と
眺
め
る
。
の
ど
か
な
風
景
は
そ
こ

ま
で
▼
君
た
ち
は
、
友
達
の
猿
と
一
緒
に
畑
を
荒

ら
す
。
ト
タ
ン
板
で
囲
い
、
電
気
柵
の
防
止
策
を

と
っ
て
も
、
私
が
食
べ
る
予
定
の
野
菜
を
食
べ
て
し

ま
う
。
少
し
で
も
残
し
て
く
れ
る
や
さ
し
さ
が
あ
る

と
う
れ
し
い
ん
だ
け
ど
▼
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
。
そ

ろ
そ
ろ
ク
マ
が
出
没
す
る
時
期
で
す
。
山
に
出
掛
け

る
時
は
、ラ
ジ
オ
や
鈴
な
ど
音
の
鳴
る
も
の
を
身
に

着
け
、
襲
わ
れ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

（
桐
）

▼
取
材
で
桜
尾
保
育
園
の
運
動
会
へ
行
っ
て
き
ま
し

た
。
空
は
厚
い
雲
で
覆
わ
れ
今
に
も
雨
が
降
っ
て
き

そ
う
で
し
た
が
、
園
児
た
ち
の
元
気
い
っ
ぱ
い
の
声
と

一
生
懸
命
な
姿
で
本
降
り
に
な
る
前
に
、
す
べ
て
の

種
目
が
無
事
終
わ
り
ま
し
た
。
▼
お
遊
戯「
江
戸
火

消
こ
組
出
動
」で
は
、
み
ん
な
お
そ
ろ
い
の
は
っ
ぴ
に

身
を
包
み
、
息
の
あ
っ
た
演
技
を
披
露
し
て
く
れ
ま

し
た
。
最
後
に「
ひ
の
よ
う
じ
ん
」の
文
字
。
子
ど
も

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
心
に
響
き
ま
し
た
。
フ
ァ
イ
ン

ダ
ー
ご
し
に
見
る
父
兄
と
園
児
ら
の
い
い
顔
に
自
分

の
顔
も
ほ
こ
ろ
び
ま
し
た
。
▼
今
月
の
一
句
　
ま
だ

見
え
ぬ

親
子
競
技
に
　
出
る
自
分

（
橋
）

編
集

記
後

応援合戦
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